
第
28号

　
2023年

4月
発

行

世界へ飛び立て
海外展開に挑戦する中小企業特 集

Vol .28



表紙のはなし
こどもの日が近づくと、青空を泳ぐこいのぼりの姿を見かけるように
なります。こいのぼりの由来は諸説ありますが、鯉が滝を登って竜に
なり天に昇ったという中国の登竜門の古事によるものがよく知られて
います。また、室内に飾られる五月人形は、武士の身を守るために着け
ていたよろいやかぶとを飾り、子どもの無病息災を願います。これか
らも古くから伝わる行事を大切にしていきたいものですね。

イラスト／龍神 貴之
題字／園元 伸子

（日本公庫 中小企業事業本部 保険審査部）
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新
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世
界
中
の“
助
け
ら
れ
る
命
”に
届
け
る
想
い

中
小
機
構
お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
と「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
構
築

未
来
に
残
し
た
い
日
本
の
伝
統

南
部
鉄
器　

株
式
会
社
岩
鋳（
岩
手
県
盛
岡
市
）

使
っ
て
喜
ば
れ
る
実
用
品
を
作
る
伝
統
守
り 
多
彩
な
製
品
開
発
で
内
外
の
需
要
を
つ
か
む
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o

pic
s

第
10
回 

創
造
力
、無
限
大
∞ 「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」 

最
終
審
査
会
レ
ポ
ー
ト

こ
こ
に
こ
の
人
あ
り

有
限
会
社
起
福　

代
表
取
締
役
社
長 

｜ 

伊
藤 

秀
薫

飲
食
業
で「
感
謝
力
日
本
一
の
男
」を
自
負 

人
づ
く
り
や
農
業
を「
あ
り
が
と
う
」の
精
神
で

福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町

茨
城
県
下
妻
市

埼
玉
県
川
口
市

兵
庫
県
姫
路
市

4 3611212428 8141720

2023.4 2



炉
辺
談
話

杉山 愛（すぎやま あい）

1975年7月5日、神奈川県出身。4歳でテニスに
出会い、15歳で日本人初の世界ジュニアランキ
ング1位を獲得。17歳でプロに転向後、シング
ルス・ダブルスで輝かしい実績を残し、世界的
なトッププロとなる。2009年の引退後、さまざ
まなメディア出演や選手育成に携わりながら、
結婚・出産を経験。2022年、テニス女子日本代
表監督に就任。

　
４
歳
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
、17
歳
で
プ
ロ
に
転
向
。
早

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
ト
ッ
プ

選
手
や
同
世
代
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
刺
激
を
受
け「
私

も
や
れ
る
！
」と
い
う
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
の
が
、こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
す
。

　
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
つ
つ
、国
内
外
の
ツ
ア
ー

に
挑
み
、
時
に
敗
れ
、
時
に
勝
つ
。
苦
し
み
も
悔
し
さ

も
あ
る
け
れ
ど
、喜
び
は
さ
ら
に
大
き
い
。
そ
ん
な
生

活
が
、こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
や
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
支

え
に
戦
い
抜
い
た
17
年
で
、シ
ン
グ
ル
ス
で
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
８
位
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
１
位
を
獲
得
。
自
分
で
も

本
当
に
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
34
歳
で
の
引
退
後
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
や
講
演

の
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、選
手
時
代
と
は
ま
た
違
う

ハ
ー
ド
な
生
活
が
続
い
た
こ
と
で
、体
調
を
崩
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
正
直
、焦
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、こ
こ
で

一
度
立
ち
止
ま
っ
て「
こ
れ
か
ら
何
を
し
た
い
の
か
」と

改
め
て
見
つ
め
直
し
た
こ
と
が
、そ
の
後
の
人
生
の
指

針
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
私
が
し
た
の
は
、ノ
ー
ト
を
用
意
し
、す
べ
き

こ
と（
To 

Do
）で
は
な
く
、し
た
い
こ
と（
W
is
h
）

を
1
0
0
個
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
つ
づ
る
こ
と
で

し
た
。
長
い
リ
ス
ト
の
１
番
目
は「
結
婚
」、
次
は「
出

産
」。
そ
う
だ
私
は
な
に
よ
り
も
テ
ニ
ス
選
手
に
な
り

た
か
っ
た
け
れ
ど
、温
か
な
家
庭
も
欲
し
か
っ
た
の
だ

と
、新
た
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
見
え
る
化
で
き
ま
し
た
。

　
幸
い
、長
年
の
ア
ス
リ
ー
ト
経
験
の
お
か
げ
で
、目
標

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
の
は
得
意
な
方
で
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
優
先
す
る
と
決
め
た
10
年
間
で
、よ
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
巡
り
合
い
、2
人
の
子
ど
も
を
産
み
、テ
ニ
ス

の
指
導
法
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
大
学
院
へ
進
学
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
結
局
大
忙
し
と
い
う
感
じ
で
す

が
、本
当
に
心
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
す
。

　
ビ
リ
ー
・
ジ
ー
ン
・
キ
ン
グ
・
カ
ッ
プ
※ 
日
本
代
表

の
監
督
に
…
と
い
う
お
話
は
、そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

舞
い
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
こ
の
件
を
、ま
だ
子

ど
も
た
ち
が
幼
い
た
め
す
ぐ
に
返
事
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
テ
ニ
ス
界
に
恩
返
し
を
し
た
い
気
持

ち
も
強
く
、板
挟
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た

夫
や
母
は
、全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
申
し
出
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
学
び
を
後
進
に
伝
え
、国
際
大

会
に
挑
め
る
。
理
解
し
、支
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
も
、自
分
の

運
命
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
覚
悟
を
決
め
て
、監

督
職
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

　
昨
年
新
監
督
と
な
り
、メ
ン
バ
ー
選
考
と
チ
ー
ム
作

り
を
ス
タ
ー
ト
。
2
0
2
3
年
4
月
の
大
会
が
初
陣
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
テ
ニ
ス
界
を
担
う
有
望
な
選
手
た

ち
を
ま
と
め
、心
身
と
も
に
万
全
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

試
合
に
臨
む
。
責
任
は
重
大
で
す
が
、高
い
目
標
を
掲

げ
、そ
こ
に
至
る
道
筋
を
描
き
、着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
方
針
は
決
し
て
ぶ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、

か
つ
て
私
を
世
界
の
頂
点
に
導
き
、愛
す
る
家
庭
を
築

か
せ
て
く
れ
た
や
り
方
で
す
か
ら
。

　
2
0
2
3
年
4
月
11
日
か
ら
開
幕
戦
が
始
ま
り
ま

す
。
世
界
に
挑
む
選
手
た
ち
に
、ど
う
ぞ
熱
い
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
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※女子テニス国別対抗戦。かつての名称は「フェドカップ」だったが、2021年より往年の名選手ビリー・
ジーン・キングの名を冠した現名称に変更。
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播磨から世界へ発信
多品種超微量・高精度なものづくり

佐藤精機株式会社 兵庫県姫路市Case1 P.8〜
地域存続を目指した酒造り
香り高い日本の酒を世界へ

合同会社ねっか 福島県南会津郡只見町Case2 P.11〜

Special Report
スペシャルリポート



人口減少に伴う国内での需要減少、産業構造や市場の変化等に直面し、日本の中小企業が積極的
に海外展開を図り、海外市場に活路を見出している。
世界に進出することで、自社や地域の魅力を再発見し、事業発展の新たな可能性を切り拓くと
ともに、地域の活性化を図っている。
本特集では、海外展開が中小企業の変革や持続的な成長を促すとともに、日本経済や地域の発展
につながるという観点からの寄稿や、国内市場が縮小するなかで、海外展開に挑戦する事業者の
事例を紹介する。

5 2023.4

コメ生産者が新たな商流を構築
革新的な輸出事業で恒久的生産を支える

株式会社百笑市場 茨城県下妻市Case3 P.14〜
革新的技術で人工呼吸器を開発
世界中の“助けられる命”に届ける想い

株式会社メトラン 埼玉県川口市Case4 P.17〜
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法政大学経営大学院
イノベーション・マネジメント研究科　教授

丹下 英明（たんげ ひであき）

博士（経済学）。中小企業診断士。1995年中小企業金融公
庫（現：日本政策金融公庫中小企業事業）入庫。仙台支店、
横浜支店、岡山支店、総合研究所勤務を経て、2017年多
摩大学准教授。2019年より現職。主著『中小企業の国際
経営：市場開拓と撤退にみる海外事業の変革』などがある。

中
小
企
業
に
お
け
る

海
外
展
開
の
現
状

　

近
年
、
輸
出
や
直
接
投
資
な
ど

の
海
外
展
開
に
取
り
組
む
中
小
企

業
は
増
加
し
て
い
る
。
直
接
輸
出
を

行
う
中
小
企
業
の
割
合
を
み
る
と
、

１
９
９
７
年
度
の
１
６・４
％
か
ら
、

２
０
１
８
年
度
に
は
、
２
１・４
％
に

ま
で
増
加
し
て
い
る
。
海
外
直
接
投

資
を
み
て
も
、
１
９
９
７
年
度
の
８・

６
％
か
ら
、
２
０
１
８
年
度
に
は
、

１
５・
０
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
る

（
図
１
）。

　
こ
う
し
た
背
景
と
し
て
、
中
小
企

業
が
海
外
展
開
に
取
り
組
む
環
境
が

で
き
た
。
国
際
展
示
会
に
複
数
回
出

展
し
、
製
品
を
売
り
込
む
も
の
の
、

失
敗
が
続
く
。
そ
の
後
、
別
の
展
示

会
で
、
海
外
の
高
名
な
設
計
事
務
所

か
ら
、
伝
統
的
な
西
陣
織
の
図
柄
と

は
全
く
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
の
織
物

の
製
作
依
頼
が
舞
い
込
む
。
そ
の
依

頼
に
積
極
的
に
対
応
し
た
結
果
、
Ａ

社
の
織
物
は
、
海
外
有
名
ブ
ラ
ン
ド

の
旗
艦
店
の
壁
紙
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア

素
材
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
高

級
ホ
テ
ル
向
け
な
ど
で
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
て
い
る
。

　
Ａ
社
の
事
例
で
は
、
海
外
の
高
名

な
設
計
事
務
所
か
ら
依
頼
を
受
け
て

初
め
て
、
西
陣
織
が
壁
紙
と
し
て
の

整
っ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
官
公
庁
や
民
間
企
業
に
よ

る
海
外
展
開
支
援
が
拡
充
さ
れ
て

き
た
。
官
公
庁
で
は
、
経
済
産
業
省

や
中
小
企
業
庁
だ
け
で
な
く
、
日
本

貿
易
振
興
機
構
や
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
な
ど
の
関
係
機
関
で
も
、

各
種
支
援
策
を
提
供
し
て
い
る
。
日

本
公
庫
で
は
、
中
小
企
業
の
海
外
現

地
法
人
に
直
接
融
資
を
行
う
仕
組

み
を
構
築
す
る
な
ど
、
資
金
提
供
手

段
を
拡
充
し
て
い
る
。
民
間
企
業
で

も
、
中
小
企
業
と
国
内
外
の
専
門
家

と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
情
報
通
信
技
術
や
販

売
・
物
流
の
手
段
が
充
実
し
て
き

て
い
る
。
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
、
海
外
の
企
業
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
容
易
に
会
議
や
商
談
が
で

き
る
環
境
が
整
っ
た
。
越
境
Ｅ
Ｃ
の

進
展
は
、
中
小
企
業
の
海
外
市
場
開

拓
を
後
押
し
し
て
い
る
。
物
流
手
段

を
み
て
も
、
国
際
郵
便
な
ど
の
発
達

に
よ
っ
て
、
世
界
各
国
に
小
ロ
ッ
ト

の
製
品
を
短
期
間
か
つ
低
コ
ス
ト

で
発
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
よ
っ

て
、
中
小
企
業
が
海
外
展
開
に
取

り
組
む
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
低
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
と
い
え
る
。

海
外
展
開
は
中
小
企
業
の

変
革
に
つ
な
が
る

　
で
は
、
中
小
企
業
は
、
な
ぜ
海
外

展
開
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
第
一
に
、
海
外
の
新
た
な

視
点
を
得
る
こ
と
で
、
自
社
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、佐
藤
精
機
株
式
会
社
（
８

ペ
ー
ジ
）の
よ
う
に
、
製
品
が
海
外
か

ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
社
の
強

み
を
再
発
見
す
る
事
例
が
典
型
で
あ

る
。
西
陣
織
を
製
造
販
売
す
る
Ａ
社

の
事
例
も
、
そ
う
し
た
事
例
の
一
つ
で

あ
る（
注
１
）。
Ａ
社
は
、
２
０
０
５

年
か
ら
海
外
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん

寄稿

企
業
変
革
に
つ
な
が
る

中
小
企
業
の
海
外
展
開



7 2023.4

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し

て
、
自
社
織
物
の
強
み
は
、
西
陣
織

な
ら
で
は
の
高
級
感
を
表
現
で
き
る

「
箔
」を
織
り
込
み
、強
く
撚
っ
た「
強

撚
糸
」を
使
っ
た
立
体
感
の
あ
る
織

物
で
あ
る
と
再
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海
外
展
開
は
、

中
小
企
業
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら

し
、
自
社
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　
第
二
に
、
海
外
展
開
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
企
業
の
変
革
に
つ
な
が
る
。

株
式
会
社
百
笑
市
場
の
事
例（
14
ペ
ー

ジ
）で
は
、
輸
出
価
格
を
抑
え
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
変
革
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
公
庫

総
合
研
究
所
の
調
査
を
み
て
も
、
中

小
企
業
は
、
輸
出
開
始
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
変
革
を
実
現
し
て
い
る（
図

２
）。「
企
業
・
製
品
の
評
判
・
イ
メ
ー

ジ
」や
、「
従
業
員
の
士
気
」、「
品
質
管

理
」、「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
揃
え
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
、

良
い
影
響
を
受
け
て
お
り
、
企
業
変

革
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
は
、
海

外
展
開
に
よ
っ
て
新
た
な
視
点
を
得

て
、
自
社
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と

と
も
に
、
企
業
変
革
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て

い
る
。

今
後
の
海
外
展
開
に
向
け

た
留
意
点

　
中
小
企
業
は
、海
外
展
開
に
お
い
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
現
地
人
材
や
海
外
パ
ー
ト

ナ
ー
の
活
用
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
中
小
企
業
の
海
外
展
開
は
、
こ
れ

ま
で
の
現
地
生
産
か
ら
、
現
地
市
場
開

拓
へ
と
、
そ
の
目
的
が
変
化
し
て
い
る
。

現
地
生
産
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
生
産

面
に
強
み
を
有
す
る
日
本
の
中
小
企
業

は
、
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
の
力
を
借
り
る

必
要
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、海
外
市
場
開
拓
が
目
的
と
な
る
と
、

そ
の
様
相
は
異
な
る
。
自
社
の
み
で
海

外
の
販
路
を
開
拓
す
る
の
は
容
易
で
は

な
く
、
市
場
環
境
に
精
通
し
、
現
地
に

販
路
を
有
す
る
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
の
活

用
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
海

外
の
新
た
な
視
点
を
得
て
、
企
業
変
革

を
実
現
す
る
う
え
で
も
、
海
外
パ
ー
ト

ナ
ー
の
存
在
は
有
効
と
な
る
。

　
一
方
で
、
自
社
に
合
っ
た
海
外
パ
ー

ト
ナ
ー
を
探
索
し
、
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
は
、
容
易
で
は
な
い
。
筆
者
の
研

究
か
ら
は
、
①
企
業
体
質
や
経
営
陣
、

国
籍
な
ど
に
お
い
て
、
海
外
パ
ー
ト

ナ
ー
の
選
定
基
準
を
明
確
に
す
る
、
②

第
三
者
の
紹
介
や
、
過
去
の
つ
な
が
り

の
活
用
、
展
示
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ー
ト
ナ
ー
探
索
手
法
を
併
用
す
る
、

③
契
約
締
結
後
は
、
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー

を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
対
応

体
制
を
整
備
す
る
、
な
ど
の
取
組
み
が

有
効
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
海
外
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
、

海
外
展
開
に
お
け
る
不
確
実
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
海

外
展
開
す
る
中
小
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、

す
で
に
海
外
展
開
し
て
い
る
中
小
企

業
に
お
い
て
も
、
海
外
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

①
海
外
進
出
の
目
的
を
明
確
に
す
る
、

②
進
出
先
の
リ
ス
ク
を
知
る
、
③
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢
の
現
状
を

把
握
す
る
、
④
海
外
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
態
勢
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
段

階
を
踏
ん
で
、
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る（
注
２
）。

　
海
外
展
開
に
よ
っ
て
、中
小
企
業
は
、

企
業
変
革
を
実
現
し
、
持
続
的
な
成

長
を
実
現
す
る
。
こ
う
し
た
中
小
企
業

の
海
外
展
開
が
日
本
経
済
や
地
域
の
発

展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。�

F
（注1）�A社の事例については、日本政策金融公庫総合研究所（2016）『「クールジャパン」（非食品分野）に取り組む中小企業　日本公庫総研レポート

№2016-1』を参照。
（注2）�詳細については、中小企業基盤整備機構販路支援部（2016）『中小企業のための基礎からわかる海外リスクマネジメントガイドブック』、

同（2018）『中小企業のための基礎からわかる輸出のリスクマネジメントガイドブック』を参照。

出典：中小企業庁（2021）『2021年版中小企業白書』

出典：日本政策金融公庫総合研究所（2017）『中小企業による輸出の実態～「輸出への取り組みに関するアンケート」から〜』
※1：変化DI＝良い影響を受けた企業割合-悪い影響を受けた企業割合。　※2：項目ごとに回答数は異なるが、記載は省略した。

図1 中小企業における直接輸出、海外直接投資を行う企業の割合
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図2 輸出開始後の変化DI

金融機関からの資金調達
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２
０
２
０
年
の
12
月
。「
は
や
ぶ
さ

２
」と
名
付
け
ら
れ
た
小
惑
星
探
査

機
は
、52
億
キ
ロ
に
及
ぶ
最
初
の
旅

を
完
遂
し
、有
機
物
や
水
の
あ
る
小

惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
、さ
ま
ざ
ま

な
サ
ン
プ
ル
を
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
。

　

リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

物
質（
試
料
）は
、そ
の
分
析
を
通
じ
、

新
た
な
生
命
の
起
源
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
宇
宙
か
ら
の
ギ
フ
ト
と
ロ

マ
ン
が
詰
ま
っ
た
カ
プ
セ
ル
は
、後
に

「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
玉
手
箱
」と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
人
類
の
宝
を
、世
界
中
の
研

究
機
関
へ
送
り
届
け
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
の
が
、金
属
切
削
加

工
業
を
営
む
佐
藤
精
機
株
式
会
社
だ
。

貴
重
な
試
料
を
運
ぶ

輸
送
容
器
の
製
造
に
挑
む

　

地
球
外
で
採
取
し
た
試
料
を
運
搬

す
る
に
は
、
宇
宙
と
同
じ
真
空
状
態

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

球
の
空
気
に
触
れ
て
し
ま
っ
て
は
、

試
料
が
変
質
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　

そ
の
真
空
状
態
を
維
持
で
き
る
特

殊
な
容
器
の
製
造
を
、
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構（
J
A
X
A
）か
ら
託
さ

れ
た
の
が
、
こ
の
従
業
員
数
50
人
に

満
た
な
い
会
社
な
の
で
あ
る
。

　
「
特
殊
な
容
器
と
い
っ
て
も
、
技

術
的
に
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
ス
テ
ン

レ
ス
の
塊
か
ら
、と
に
か
く
精
密
に

削
り
出
し
た
ふ
た
と
本
体
を
ね
じ

込
ん
で
、約
１
カ
月
間
真
空
状
態
を

維
持
す
る
。
そ
う
い
う
容
器
を
作
れ

た
の
が
当
社
だ
け
だ
っ
た
の
で
、採

用
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
う
ち
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
は
本
当
に
腕
が
良
い

ん
で
す
」と
誇
ら
し
げ
に
語
る
の
は
、

同
社
を
率
い
る
慎
介
社
長
だ
。

　

直
径
、高
さ
と
も
に
６
セ
ン
チ
ほ

ど
の
円
柱
型
の
輸
送
容
器
の
基
本

設
計
は
、か
ね
て
よ
り
同
社
と
付
き

合
い
の
あ
っ
た
、大
型
放
射
光
施
設

S
Pr
ing
-８（
兵
庫
県
佐
用
郡
佐

用
町
）の
運
転
・
管
理
な
ど
を
行
う

高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研

究
員
が
手
掛
け
た
。

　
砂
１
粒
で
さ
え
無
駄
に
で
き
な
い

た
め
、厳
し
い
精
度
を
求
め
ら
れ
た

が
、佐
藤
精
機
は
そ
の
期
待
に
見
事

に
応
え
て
み
せ
た
。

J
A
X
A
に
続
い
て

N
A
S
A
か
ら
も
届
い
た
依
頼

　
2
0
2
2
年
6
月
、
同
社
の
営
業

窓
口
を
担
当
す
る
哲
子
常
務
の
元
に
、

１
通
の
英
文
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
見
慣
れ
な
い
ア
ド
レ
ス
に
は「
N
A

S
A
」の
文
字
。
こ
れ
は
本
当
に
ア
メ

リ
カ
航
空
宇
宙
局
の
こ
と
だ
ろ
う

か
？ 

と
首
を
傾
げ
つ
つ
読
ん
だ
文

面
に
は
、J
A
X
A
に
納
め
た
輸
送

容
器
へ
の
賞
賛
と
と
も
に「
こ
ち
ら

に
も
そ
の
よ
う
な
製
品
を
納
入
で
き

る
か
？
」、「
予
算
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

か
？
」と
い
っ
た
、
具
体
的
な
問
い

合
わ
せ
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

あ
の
N
A
S
A
か
ら「
こ
ん
な
風
に

直
接
声
が
か
か
る
の
か
」と
驚
い
た

佐藤精機株式会社
代表取締役社長

佐藤 慎介 氏

兵
庫
県
姫
路
市

佐
藤
精
機
株
式
会
社

播
磨
か
ら
世
界
へ
発
信

多
品
種
超
微
量
・
高
精
度
な
も
の
づ
く
り

宇
宙
の
か
な
た
か
ら
届
け
ら
れ
た
、ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
宝
物
。
そ
の
貴
重
な
物
質
を
世
界
の
研
究
機
関
に
運
ん
だ
の
は
、兵
庫

の
中
小
企
業
が
手
掛
け
た
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
容
器
だ
っ
た
。
他
社
が
避
け
る
難
題
に
、果
敢
に
挑
む
こ
と
で
成
長
し
て
き
た

佐
藤
精
機
株
式
会
社
。
佐
藤
慎
介
代
表
取
締
役
社
長
と
佐
藤
哲
子
常
務
に
、同
社
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

Special Report
Case 1
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と
、
哲
子
常
務
は
振
り
返
る
。
高
品

質
な
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
認
め
ら

れ
、
世
界
の
宇
宙
工
学
を
け
ん
引
す

る
N
A
S
A
と
の
縁
を
引
き
寄
せ
た

の
だ
。

　
「
優
れ
た
技
術
が
あ
れ
ば
、当
社
の

よ
う
な
中
小
企
業
で
も
世
界
と
対
等

な
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る
。こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
絶
対
つ
か
ま
ね
ば
と
奮
い
立
ち

ま
し
た
」。
言
葉
の
壁
に
苦
労
し
な
が

ら
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、N
A
S
A

へ
の
容
器
10
個
の
納
品
が
決
ま
っ
た
。

納
め
た
容
器
は
精
度
の
良
さ
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
背
景
に
、今
後

は
さ
ら
に
海
外
と
の
取
引
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
同
社
。タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、

宇
宙
工
学
、
自
動
車
、
半
導
体
な
ど

の
先
端
分
野
だ
。

　
５
年
以
内
に
欧
米
で
営
業
所
を
設

立
し
、い
ず
れ
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
駐
在

す
る
切
削
加
工
場
の
開
設
も
検
討
し

て
い
る
。

大
手
依
存
の
町
工
場
か
ら

研
究
者
の
駆
け
込
み
寺
へ

　

現
在
は「
多
品
種
少
量
生
産
」に
こ

だ
わ
る
同
社
だ
が
、
か
つ
て
は
逆
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
と
い
う
。

前
身
は
、１
９
５
５
年
に
慎
介
社
長

の
父
が
立
ち
上
げ
た
町
工
場
、佐
藤

鉄
工
所
。
顧
客
は
地
元
に
生
産
拠
点

を
持
つ
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
、真

空
管
な
ど
を
作
る
た
め
に
用
い
ら
れ

る
金
型
製
造
を
主
に
行
っ
て
い
た
。

　
「
父
は
腕
が
良
く
、
機
械
加
工
に

よ
る
高
精
度
な
も
の
づ
く
り
に
自
信

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
だ
わ

り
は
、後
に
改
称
し
た
佐
藤
精
機
と

い
う
社
名
に
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
高
度
経
済
成
長
期
の
こ
と

で
す
か
ら
、ど
う
し
て
も
大
き
な
顧

客
に
、
よ
り
安
く
、
よ
り
大
量
に
納

品
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
」と
、慎
介
社
長
は
分
析
す
る
。

　
大
学
卒
業
後
、別
業
種
を
経
て
１
９

８
３
年
に
同
社
に
入
社
し
た
慎
介
社

長
は
、ま
ず
こ
の
１
社
依
存
経
営
に
改

善
の
必
要
を
感
じ
た
と
い
う
。
資
金

的
な
リ
ス
ク
は
当
然
だ
が
、同
じ
も
の

ば
か
り
作
る
こ
と
で
、優
れ
た
技
術
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
も
強
い
危
機
感
を

抱
い
た
。

　

小
口
で
も
い
い
か
ら
と
徐
々
に
取

引
先
を
開
拓
す
る
中
で
実
施
し
た
の

が
、定
期
的
な
展
示
会
へ
の
出
展
だ
。

同
業
種
は
も
ち
ろ
ん
異
業
種
で
も
、

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
展
示
の
機
会

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　
「
展
示
会
の
ブ
ー
ス
に
は
、
何
に

使
う
の
か
は
分
か
ら
な
く
と
も
、形

状
が
複
雑
で
精
緻
な
も
の
、さ
ま
ざ

ま
な
材
質
の
も
の
な
ど
、技
術
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
を
並
べ
ま
し
た
。

　

す
る
と
来
場
者
か
ら
、こ
の
加
工

が
で
き
る
な
ら
、こ
ん
な
も
の
は
作

れ
な
い
か
？ 

と
ご
相
談
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
」と
哲
子

常
務
は
振
り
返
る
。

　

社
員
た
ち
が
腕
試
し
に
製
作
し
た

展
示
物
の
中
に
は
、レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
中
枢
部
品
を
請
け
負
う

き
っ
か
け
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
と

い
う
。

　

こ
う
し
た
場
で
、ヒ
ア
リ
ン
グ
力

や
技
術
者
視
点
か
ら
の
提
案
力
を
磨

い
た
哲
子
常
務
は
、
後
に
輸
送
容
器

の
製
造
に
つ
な
が
る
、
高
輝
度
光
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
と
知
り

合
う
。

　

先
端
技
術
研
究
の
場
で
必
要
と
さ

れ
る
試
作
品
や
、
研
究
員
が
考
え
た

改
良
部
品
な
ど
は
、
数
が
少
な
く
複

雑
で
精
緻
な
も
の
が
多
い
。「
ど
こ
に

相
談
し
て
も
採
算
が
取
れ
な
い
と
断

ら
れ
が
ち
だ
」と
い
う
悩
み
を
聞
い
た

同
社
は
、そ
の
非
効
率
的
な
も
の
づ
く

り
に
、前
向
き
に
対
応
し
続
け
た
。

　
い
つ
し
か「
研
究
者
が
困
っ
た
ら
佐

藤
精
機
へ
」と
い
う
駆
け
込
み
寺
と
し

て
の
評
判
が
、前
述
し
た「
は
や
ぶ
さ

２
」と
の
縁
を
結
び
、通
常
な
ら
ば
参

入
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
教
育
・
研
究
機

関
や
、誰
も
が
知
る
大
企
業
が
、直
々

に
相
談
を
持
ち
か
け
て
く
る
ま
で
に

な
っ
て
い
っ
た
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
集
団
と
な
り

播
磨
か
ら
世
界
に
誇
る
仕
事
を

　
宇
宙
工
学
、自
動
車
、航
空
、鉄
道
、

半
導
体
、
油
圧
部
分
な
ど
、
同
社
が

取
引
す
る
業
界
は
実
に
幅
広
い
。

　

基
本
的
に「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
と

思
っ
た
ら
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
材
質
な
ど
も
問
い
ま
せ
ん
」と

語
る
慎
介
社
長
だ
が
、譲
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、で
き
る
だ
け

高
度
な
知
見
を
持
ち
、革
新
的
な
も

の
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
挑
ん

JAXAから贈られた感謝の盾。「はやぶさ2 」が持ち帰った試料はこの
輸送容器に詰められて、世界中の研究機関に送り届けられた

はやぶさ2の輸送容器を手掛けた、同社の誇る精鋭チーム。ベテランと若
手が共に難題に立ち向かう

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業
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で
い
る
取
引
先
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
気
概
だ
。

　
「
取
引
先
か
ら
の
あ
ま
り
に
も
難

し
い
オ
ー
ダ
ー
に
、時
に
は
社
員
た

ち
が
頭
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
応
え

よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
腕
は
磨

か
れ
、プ
ラ
イ
ド
や
探
求
心
が
育
つ

の
で
す
。

　
播
磨
の
従
業
員
50
人
ほ
ど
の
会
社

で
あ
っ
て
も
、世
界
が
注
目
す
る
最

先
端
の「
も
の
づ
く
り
」が
で
き
る
。

そ
う
い
う
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団

が
こ
の
地
に
い
る
の
だ
と
、日
本
中

に
、世
界
に
、伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
慎
介
社
長
が
語
る
と
お
り
、同
社

は
人
材
育
成
に
も
熱
心
だ
。
そ
の
た

め
に
も
、今
は
社
員
数
を
意
図
的
に

50
名
以
内
に
抑
え
、時
間
を
か
け
た

丁
寧
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
若
手
の
育

成
体
制
は
手
厚
く
、資
格
を
取
得
す

れ
ば
相
応
の
待
遇
が
用
意
さ
れ
る
。

工
場
の
壁
に
は
資
格
取
得
者
の
名

を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
や
表
彰
状
が

掲
げ
ら
れ
、視
察
に
訪
れ
る
人
に
実

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

ま
た
、技
術
職
・
営
業
職
と
い
っ

た
職
務
を
越
え
て
、関
心
が
あ
る
分

野
に
は
積
極
的
に
挑
戦
す
る
よ
う

推
奨
し
て
い
る
。

　

社
員
の
技
術
力
と
潜
在
能
力
の

〝
見
え
る
化
〟こ
そ
が
、同
社
に
と
っ

て
は
最
高
の
武
器
な
の
だ
。

　

実
際
、２
０
１
５
年
に
竣
工
し
た

「
た
つ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」を

見
学
し
て
い
る
と
、社
内
の
雰
囲
気

は
と
て
も
明
る
い
。開
放
的
な
ス
ペ
ー

ス
に
最
先
端
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
整
然
と
並
び
、仕
上
が
っ
た

製
品
や
図
面
を
囲
ん
で
、担
当
社
員

が
真
剣
に
議
論
し
て
い
る
姿
も
よ
く

見
か
け
る
。

　
こ
う
し
た
環
境
整
備
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
の
か
い
あ
っ
て
、同
社

は
近
年「
ひ
ょ
う
ご
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

企
業
」に
認
定
さ
れ
、「
は
ば
た
く
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
３
０
０
社
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
表
彰
を
受
け
て

い
る
。

「
多
品
種
超
微
量
生
産
」で

圧
倒
的
技
術
力
の
強
小
企
業
へ

　
N
A
S
A
と
の
思
い
が
け
な
い
縁

な
ど
も
あ
り
、
近
い
将
来
の
海
外
進

出
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
同
社
に
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
く
と
、
ユ

ニ
ー
ク
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
飛
び
出
し

て
き
た
。

　
「
以
前
か
ら
標
榜
し
て
い
た〝
多
品

種
少
量
生
産
〟を
さ
ら
に
推
し
進
め

〝
多
品
種
超
微
量
生
産
〟を
極
め
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
社
は
県
内
で
、そ
し
て
日
本
で
、

他
の
会
社
が
や
ら
な
い
非
効
率
的
な

案
件
に
取
り
組
む
こ
と
で
評
価
さ
れ
、

成
長
し
て
き
た
。
規
模
的
に
は
地
方

の
中
小
企
業
だ
が
、
最
近
で
は
川
上

か
ら
仕
事
を
受
注
す
る
だ
け
で
な
く
、

世
界
的
な
大
企
業
か
ら
も
優
れ
た

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
敬
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
「
今
後
、唯
一
無
二
の
高
度
な
技
術

を
持
つ
企
業
と
し
て
存
在
感
を
高
め
、

主
導
的
に
価
格
交
渉
で
き
る
、
よ
り

高
付
加
価
値
な
も
の
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
、き
っ
と
世
界
で
も

通
用
す
る
。圧
倒
的
な

技
術
を
持
っ
た
強
い

中
小
、い
わ
ば
強
小
企

業
に
進
化
で
き
る
で

し
ょ
う
」（
慎
介
社
長
）

　

そ
の
目
標
を
叶
え

る
た
め
に
は
、や
は
り

エ
ン
ジ
ニ
ア
集
団
と

し
て
技
術
を
磨
き
続

け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

安
易
に
量
産
加
工
に

手
を
出
す
こ
と
な
く
、

高
度
な
特
注
品
や
試

作
品
加
工
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
こ
と
で
、「
佐

藤
精
機
だ
け
の
ブ
ル
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
を
切
り

開
き
た
い
」と
、
熱
く
語
る
慎
介
社

長
。
そ
の
隣
で
は
、「
播
磨
に
生
ま
れ

て
、地
元
の
鉄
工
所
へ
嫁
い
だ
と
思
っ

た
の
に
、
気
付
い
た
ら
と
て
も
大
き

な
相
手
と
も
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
全
て
優
れ

た
社
員
が
集
ま
っ
て
、良
い
も
の
を

作
っ
て
く
れ
る
か
ら
。
彼
ら
が
入
社

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
会
社
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
、哲
子
常
務

が
穏
や
か
に
微
笑
む
。

　

小
さ
く
と
も
誇
り
高
く
、独
自
路

線
を
歩
む
佐
藤
精
機
。
精
緻
を
極
め

た
そ
の
も
の
づ
く
り
に
、
世
界
か
ら

熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。�

F
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Case 1

技術への誇りとビジョンを共有する、公私ともに良きパートナーである佐藤
慎介社長と哲子常務

たつのテクニカルセンターでは、
腕利きのエンジニアが最新鋭の
金属加工マシンを操る
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福
島
県
の
最
西
端
、新
潟
県
と
の

県
境
に
位
置
す
る
只
見
町
は
、
広
葉

樹
が
茂
る
森
林
を
望
む
山
間
地
域

だ
。
豊
富
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
、

ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
生
物
圏
保
存

地
域（
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）に
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　

初
夏
に
は
一
面
に
鮮
や
か
な
緑
を

た
た
え
る
田
園
風
景
は
、
冬
の
訪
れ

と
と
も
に
白
一
色
に
染
ま
り
、
積
雪

は
３
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

国
の
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
雪
深
い
町
に「
合
同
会

社
ね
っ
か
」は
あ
る
。

　

社
名
の
由
来
は
、こ
の
地
域
の
⽅

⾔
で「
ま
っ
た
く
」や「
ぜ
ん
ぜ
ん
」を

意
味
す
る
⾔
葉
。「
ね
っ
か
さ
す
け

ね
ぇ
ー（
ま
っ
た
く
問
題
な
い
）」と
い

う
、
可
能
性
を
否
定
せ
ず
も
の
ご
と

を
前
向
き
に
捉
え
る
精
神
よ
り
名
付

け
ら
れ
た
。

　

代
表
社
員
の
脇
坂
斉
弘
氏
は
、も

と
も
と
建
築
関
連
の
職
に
従
事
し
て

い
た
が
、縁
あ
っ
て
南
会
津
町
に
あ

る
日
本
酒
の
酒
蔵
に
勤
め
る
た
め
、

2
0
0
0
年
に
郡
山
市
か
ら
旧
南
郷

村（
現
南
会
津
町
）に
移
住
。
約
16
年

に
わ
た
り
日
本
酒
造
り
に
携
わ
っ
て

き
た
醸
造
士
だ
。

　
「
当
時
か
ら
、『
地
元
の
米
と
水
を

使
い
、地
元
の
人
に
喜
ば
れ
る
、本
物

の
地
酒
を
造
り
た
い
』と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
産
以
外
の
酒
米
を
使
っ
て
い

る
地
酒
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、私
は

や
は
り
地
元
の
米
を
使
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、隣
町
の
只
見
町

の
農
家
さ
ん
と
一
緒
に
酒
米
作
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

　

そ
こ
か
ら
ね
っ
か
の
創
業
へ
参
画

し
た
経
緯
を
聞
く
と
、見
え
て
き
た

の
は
地
域
課
題
だ
っ
た
。

　
「
只
見
町
の
人
口
は
2
0
2
3
年

1
月
現
在
で
４
千
人
ほ
ど
。
大
学
や

専
門
学
校
が
な
く
、
若
年
人
口
が
減

り
過
疎
化
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

只
見
町
に
は
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
広
大
な
田
園
が
あ
り
ま
す
が
後

継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。U
タ
ー
ン・

I
タ
ー
ン
者
を
招
き
た
く
て
も
、新

規
で
稲
作
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
と

高
額
な
資
金
が
必
要
と
な
る
上
、冬

場
に
収
入
を
得
る
す
べ
が
な
く
、
新

規
就
農
者
を
迎
え
る
こ
と
が
難
し
い

の
で
す
。

　
ま
た
、
福
島
県
は
日
本
有
数
の
酒

ど
こ
ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、ね
っ
か
を
設
立
す
る
ま
で
は
只

見
町
に
酒
蔵
が
な
く
、町
の
特
産
品

や
名
産
品
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」

　

只
見
町
の
町
長
か
ら「
酒
蔵
を
造

れ
な
い
か
」と
い
う
相
談
を
受
け
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、焼
酎
や

日
本
酒
な
ど
の
新
規
の
製
造
免
許
取

得
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
一
度
は

酒
蔵
造
り
は
頓
挫
し
た
が
、こ
こ
で

諦
め
な
か
っ
た
こ
と
が「
ね
っ
か
」の

誕
生
に
つ
な
が
る
。
2
0
1
6
年
2

月
、只
見
町
の
農
家
か
ら
脇
坂
氏
の

元
へ
酒
蔵
造
り
の
話
が
持
ち
込
ま

れ
た
。

合同会社ねっか
代表社員

脇坂 斉弘 氏

福
島
県
南
会
津
郡
只
見
町

合
同
会
社
ね
っ
か

地
域
存
続
を
目
指
し
た
酒
造
り

香
り
高
い
日
本
の
酒
を
世
界
へ

４
人
の
コ
メ
農
家
の
熱
意
を
受
け
、長
く
日
本
酒
造
り
に
携
わ
っ
た
醸
造
士
が
焼
酎
造
り
に
挑
戦
。
1
0
0
％
只
見
産
米

を
使
っ
た
焼
酎
が
、世
界
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
国
内
第
１
号
の
輸
出
用
清
酒
製
造
免
許
を
取
得
し
、自
社

開
発
の
特
許
製
法
に
て
輸
出
用
日
本
酒
の
製
造
も
開
始
し
た
。
世
界
で
勝
負
す
る
福
島
県
の
小
さ
な
蒸
留
所
に
迫
る
。

Case 2

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業
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Special Report
Case 2

酒
造
免
許
の
壁
を
ク
リ
ア
し

只
見
町
初
の
蒸
留
所
が
誕
生

　
「
只
見
町
の
農
家
さ
ん
が『
特
産
品
し
ょ

う
ち
ゅ
う
製
造
免
許
』と
い
う
制
度
を
見

つ
け
て
き
た
の
で
す
。
酒
蔵
を
只
見
町

に
作
れ
ば
、夏
は
農
業
、冬
は
酒
造
り

が
で
き
る
た
め
通
年
雇
用
に
つ
な
が
り
、

酒
米
を
作
る
こ
と
で
美
し
い
田
園
風
景

も
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
課
題
は

一
気
に
解
決
し
ま
す
。し
か
し
、そ
の
申

請
に
は
難
し
い
条
件
も
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
の
免
許
は
、
地
域
の
特
産
品
を

主
原
料
と
し
て
、
単
式
蒸
留
焼
酎
を

製
造
す
る
も
の
で
、特
産
品
の
特
性
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
付
与

さ
れ
る
。
免
許
を
申
請
す
る
時
点
で

施
設
設
備
が
あ
る
こ
と
や
、1
年
間
の

製
造
見
込
み
が
10
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以

上
で
あ
る
こ
と
な
ど
、ま
だ
酒
造
り
を

始
め
て
い
な
い
段
階
で
は
難
し
い
申

請
要
件
も
あ
っ
た
が
、こ
れ
ら
を
満
た

せ
ば
新
規
で
焼
酎
を
造
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
「
当
時
の
私
は
職
場
を
辞
め
る
つ
も

り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、皆
さ
ん
の

熱
意
は
強
く
、『
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
で
は
な
く
、し
っ
か
り
携
わ
っ
て
ほ

し
い
』と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
考
え
、4
人
の
農
家
さ

ん
と
共
に
、ね
っ
か
を
設
立
し
ま
し
た
」

　
2
0
1
6
年
7
月
の
ね
っ
か
設
立

後
、
通
常
で
は
数
年
か
か
る
と
い
わ

れ
る「
特
産
品
し
ょ
う
ち
ゅ
う
製
造
免

許
」を
取
得
す
る
ま
で
約
半
年
、そ
の

3
カ
月
後
に
は
第
1
号
の
米
焼
酎
を

発
売
す
る
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
実
現
し
た
。

　
「
翌
年
2
月
に
催
さ
れ
る『
只
見
ふ

る
さ
と
の
雪
ま
つ
り
』で
の
お
披
露
目

を
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、新
た
な
施

設
を
用
意
す
る
と
な
る
と
間
に
合
い

ま
せ
ん
。そ
こ
で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
、で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や

り
、友
人
を
含
め
、地
域
の
皆
さ
ん
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

日
本
酒
の
技
術
で
造
る
焼
酎
が

海
外
で
高
評
価
を
獲
得

　
「
米
焼
酎
ね
っ
か
」は
、基
本
的
に
日

本
酒
と
同
じ
製
造
方
法
で
造
っ
て
い
る
。

　

焼
酎
造
り
は
経
験
の
な
い
脇
坂
氏

だ
っ
た
が
、日
本
酒
を
搾
る
手
前
の「
も

ろ
み
」の
工
程
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
。

そ
の
先
の
蒸
留
工
程
に
関
し
て
は
、以

前
か
ら
縁
の
あ
っ
た
焼
酎
の
蔵
元
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
請
う
こ
と
で
習
得
し
た
と

い
う
。
焼
酎
を
製
造
し
て
い
く
中
で
、

ね
っ
か
は
業
界
に
衝
撃
を
与
え
る
革
新

的
な
製
造
方
法
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　
「
日
本
酒
で
い
う
吟
醸
香
、カ
プ
ロ
ン

酸
エ
チ
ル
と
い
う
香
り
は
、焼
酎
な
ど

の
蒸
留
酒
に
は
移
行
し
な
い
と
い
う
の

が
定
説
で
し
た
。
し
か
し
、導
入
し
た

蒸
留
機
を
使
い
、低
温
で
蒸
留
す
る
こ

と
で
、香
り
を
強
く
引
き
出
す
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
す
」

　

ね
っ
か
で
は
も
ろ
み
を
蒸
留
し
て

米
焼
酎
を
製
造
し
て
お
り
、
さ
ら
に

小
さ
な
蒸
留
器
を
使
っ
て
低
温
で
蒸

留
す
る
こ
と
で
、独
自
の
香
り
や
味
わ

い
を
生
み
出
し
て
い
る
。一
度
に
で
き

る
酒
量
は
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
手
間

が
か
か
る
が
、酒
米
か
ら
自
分
た
ち
で

作
っ
て
い
る
こ
と
で
、全
体
の
コ
ス
ト

を
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、ね
っ
か
の
焼
酎
が
持
つ
吟
醸

香
は
、
さ
ら
に
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
と
共
に
酵

母
の
実
証
実
験
を
重
ね
、２
年
の
月
日

を
経
て
、ね
っ
か
用
酵
母
を
開
発
し
た
。

現
在
で
は
初
年
度
の
３
倍
も
の
華
や

か
な
吟
醸
香
が
楽
し
め
る
と
い
う
。

　
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
香
り
高
い
焼

酎
は
、県
内
を
中
心
に
売
れ
行
き
は
好

調
だ
っ
た
。
ま
た
、日
本
酒
の
酒
蔵
に

勤
め
て
い
た
と
き
か
ら
日
本
酒
の
輸
出

に
携
わ
っ
て
き
た
脇
坂
氏
は
、当
初
よ

り
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、

世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
る
品
評
会
に
出

品
し
て
い
た
。

　
「
米
焼
酎
ね
っ
か
」は
、発
売
１
年

目
に
し
て
欧
州
最
大
規
模
の
酒
類
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、I
W
S
C
（
イ
ギ

リ
ス
）を
は
じ
め
、香
港
、ス
ペ
イ
ン
で

次
々
と
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、各
国
で
の

取
引
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

日
本
初
の
輸
出
用
免
許
と

特
許
製
法
で
日
本
酒
を
醸
造

　

初
年
度
か
ら
海
外
へ
赴
き
店
頭
販

売
を
す
る
中
で
、
脇
坂
氏
は
焼
酎
の

認
知
度
の
低
さ
と
い
う
課
題
に
直
面

す
る
。

　
「
焼
酎
を
紹
介
し
て
も
、必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、『
日
本
酒
は
な
い
の
か
』

と
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
は

日
本
酒
を
製
造
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

他
社
の
日
本
酒
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

旅
費
を
掛
け
て
他
社
の
営
業
を
す
る
よ

う
な
こ
と
が
続
き
、複
雑
な
気
持
ち
で

し
た
」。
そ
ん
な
折
り
、「
輸
出
用
清
酒

製
造
免
許
」の
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
制
度
は
2
0
2
0
年
度
の
税

制
改
正
に
伴
い
、清
酒
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
み
を
後
押
し
す
る
観
点

か
ら
、輸
出
用
に
限
り
日
本
酒
製
造
の

免
許
を
新
た
に
交
付
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。「
特
産
品
し
ょ
う
ち
ゅ
う
製
造

免
許
」と
同
様
に
、
申
請
段
階
で
の
施

設
設
備
が
あ
る
こ
と
、海
外
取
引
の
確

約
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
だ
っ
た
。

　
ね
っ
か
で
は
米
焼
酎
の
販
売
ル
ー
ト

が
あ
る
た
め
、後
者
は
条
件
を
容
易
に

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
設
備
に
関
し

て
は
も
ろ
み
を
搾
る
機
械
を
導
入
す
る

の
み
で
あ
っ
た
た
め
、申
請
か
ら
２
カ

美しい田園風景を次世代につなぐために
5人でねっかを創業
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月
後
の
2
0
2
1
年
５
月
に
は
、全
国

初
の
輸
出
用
清
酒
製
造
免
許
を
取
得

し
た
。

　

こ
こ
で
脇
坂
氏
は
、
前
職
時
代
に

抱
い
て
い
た
日
本
酒
輸
出
時
の
品
質

管
理
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
。

　
「
日
本
酒
は
、扱
い
が
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
で
、常
温
で
保
管
さ
れ
て
い
る

日
本
酒
や
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
が
添
加

さ
れ
て
い
な
い
日
本
酒
の
香
り
は
す

ぐ
に
劣
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
貨
物

船
の
コ
ン
テ
ナ
で
温
度
管
理
が
で
き

た
と
し
て
も
、そ
こ
か
ら
先
の
輸
送
ま

で
管
理
す
る
の
は
難
し
く
、店
に
着
い

た
頃
に
は
私
た
ち
が
想
像
で
き
な
い

味
や
香
り
に
な
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
香
味
が
劣
化
し
に

く
い
と
い
う
蒸
留
酒
の
特
長
を
生
か

せ
ば
、こ
の
難
問
を
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

日
本
酒
本
来
の
味
と
香
り
を
長
時

間
保
つ
た
め
に
、
脇
坂
氏
が
導
き
出

し
た
の
が
、も
ろ
み
に
ね
っ
か
の
米
焼

酎
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、香
味
の

劣
化
を
極
力
抑
え
る
製
法
だ
。
こ
の

製
法
は
2
0
2
2
年
８
月
に
特
許
を

取
得
し
て
い
る
。

　
「
香
り
高
い
日
本
酒
を
造
ろ
う
と
す

る
と
、そ
の
香
り
成
分
と
と
も
に
老ひ

ね
香か

と
い
う
劣
化
臭
と
な
る
成
分
も
含
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、ベ
ー
ス

と
な
る
酒
は
香
り
成
分
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
、後
か
ら
ね
っ
か
の
米
焼

酎
の
吟
醸
香
を
添
加
し
ま
し
た
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、香
味
が
劣
化
し
に
く

い
日
本
酒
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
」

　

脇
坂
氏
の
日
本
酒
造
り
の
技
術
か

ら
、華
や
か
な
香
り
成
分
を
多
く
含

む
フ
ル
ー
テ
ィ
な
味
わ
い
の
米
焼
酎

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
米
焼
酎
を
用
い

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
輸
出
に

適
し
た
日
本
酒
へ
と
進
化
し
た
。
ま

さ
に
、ね
っ
か
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

た
逸
品
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、ね
っ
か
が
米
作
り
か
ら

手
掛
け
る
焼
酎
と
日
本
酒
を
、世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
ド「
流り

ゅ
う

觴し
ょ
う

」

は
、一
つ
の
も
ろ
み
か
ら
焼
酎
と
日
本

酒
を
造
り
、そ
れ
を
セ
ッ
ト
で
販
売
す

る
。「
こ
の
焼
酎
か
ら
こ
の
日
本
酒
が

生
ま
れ
た
」と
消
費
者
に
訴
求
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。2
0
2
1
年

11
月
に
は
香
港
で
、続
い
て
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
や
台
湾
で
も
展
開
予
定
だ
。

　

米
作
り
か
ら
焼
酎
、日
本
酒
の
製

品
化
ま
で
を
一
貫
し
て
少
人
数
で
行

う
ね
っ
か
で
は
、海
外
で
の
広
報
活
動

ま
で
幅
広
く
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
金
融
機
関
の
支
援
に
大
き
く

助
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
ロ
ン
ド
ン
や
香
港
に
事
務
所
が
あ

る
金
融
機
関
に
は
、
現
地
の
福
島
県

人
会
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、現
地

在
住
の
日
本
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
融
資

だ
け
で
な
く
、金
融
機
関
が
持
つ
つ
な

が
り
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の

は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」。
こ
う
し

た
支
援
も
あ
り
、ね
っ
か
の
海
外
販
売

実
績
は
着
実
に
伸
び
て
い
る
。

地
域
存
続
の
た
め
に

子
ど
も
と
一
緒
に
学
ぶ

　

地
域
の
特
産
品
を
通
し
て
雇
用
を

安
定
さ
せ
、
美
し
い
田
園
風
景
を
次

世
代
へ
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
ね
っ
か
の
酒
造
り
。
そ

の
思
い
は
地
域
全
体
へ
と
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

　

ね
っ
か
で
は
小
学
５
年
生
の
授
業

と
連
動
し
た
、
地
域
学
習
を
提
供
し

て
い
る
。

　
「
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
体

験
し
、秋
に
収
穫
し
た
お
米
を
用
い
、

自
分
た
ち
で
給
食
を
作
っ
て
食
べ
、

そ
の
後
は
焼
酎
造
り
を
見
学
し
て
も

ら
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
焼
酎
は

各
自
が
ラ
ベ
ル
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ボ
ト
ル
に
詰
め
ら
れ
、ね
っ
か
で
保

管
し
て
20
歳
に
な
っ
た
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
仕
組
み
で
す
。
高
校
卒
業
後

は
多
く
の
生
徒
が
地
元
を
離
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、地
元
に
お
い
し
い
も
の
、

誇
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
て

お
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
一
環
と

し
て
開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ

た
が
、親
世
代
に
と
っ
て
も
学
び
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
。

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

親
世
代
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
学
習
を
受
け
た
子
ど
も
を
通
し

て
、親
が
只
見
町
の
良
さ
を
改
め
て

知
り
、こ
れ
ま
で
の
認
識
が
変
わ
る

こ
と
は
、
地
域
に
お
い
て
も
非
常
に

有
益
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

進
化
を
続
け
る
吟
醸
香
酒
を

只
見
町
か
ら
世
界
の
食
卓
へ

　

ね
っ
か
で
は
酒
米
を
作
る
た
め
の

土
壌
や
水
、生
態
系
に
も
真
摯
に
向
き

合
っ
て
お
り
、農
場
は
J
G
A
P
認
証

を
取
得
し
て
い
る
。
食
の
安
全
や
環
境

保
全
に
対
す
る
第
三
者
機
関
の
基
準

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
た

め
、健
康
意
識
の
高
い
海
外
の
人
々
か

ら
も
信
頼
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、焼
酎
を
飲
み
な

が
ら
食
事
を
す
る
の
は
一
般
的
だ
が
、

蒸
留
酒
を
食
中
酒
と
し
て
飲
む
文
化

は
日
本
以
外
で
は
少
数
だ
と
い
う
。

し
か
し
香
り
高
い
ね
っ
か
の
焼
酎
で

あ
れ
ば
、
欧
米
で
長
く
親
し
ま
れ
て

き
た
ワ
イ
ン
な
ど
と
肩
を
並
べ
、新
し

い
食
文
化
と
し
て
広
ま
っ
て
い
く
可

能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

進
化
を
続
け
る
只
見
産
の
焼
酎
と

日
本
酒
が
、
世
界
各
地
の
食
卓
を
彩

る
日
は
、そ
う
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。�

F

授業と連動した小学 ５ 年生の体験学
習。自分で描いたラベルの焼酎は成
人後に贈られる

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業
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日
本
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
市
場

で
は
昨
今
、
国
内
人
口
の
減
少
と
喫

食
率
の
低
下
に
よ
り
、
全
国
の
コ
メ

生
産
者
の
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い
る
。

生
産
量
と
消
費
量
が
釣
り
合
わ
ず〝
コ

メ
余
り
〟の
状
態
に
陥
り
、結
果
と
し

て
コ
メ
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。

　
こ
の
逆
境
に
新
た
な
活
路
を
見
い

だ
し
た
の
が
、コ
メ
生
産
者
８
人
が
共

同
出
資
し
て
設
立
し
た
事
業
会
社
・

株
式
会
社
百ひ

ゃ
く

笑し
ょ
う

市
場
で
あ
る
。
関
東

最
大
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る

茨
城
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
下
妻

市
に
て
、同
社
が
け
ん
引
す
る
コ
メ
輸

出
ビ
ジ
ネ
ス
が
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
強
み
は
、生
産
か
ら

精
米
加
工
、流
通
、販
売
ま
で
を
一
気

通
貫
で
で
き
る
こ
と
で
す
。
生
産
者

が
結
束
し
、
中
間
業
者
を
で
き
る
限

り
介
さ
ず
に
間
接
的
な
費
用
を
圧
縮

す
る
こ
と
で
、
生
産
者
と
消
費
者
の

相
互
利
益
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

輸
出
を
開
始
し
て
今
年
で
８
年
目

に
入
り
、お
か
げ
さ
ま
で
順
調
に
輸

出
量
が
増
え
て
い
ま
す
」と
語
る
の

は
、
現
在
輸
出
事
業
を
統
括
す
る
長

谷
川
有
朋
氏
だ
。

海
外
市
場
を
視
野
に

コ
メ
生
産
者
が
結
集

　
百
笑
市
場
は“
百
姓
が
笑
っ
て
い
ら

れ
る
会
社
を
創
る
”と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、茨
城
県
内
の
コ
メ
生
産
者
8

人
が
結
束
し
、2
0
1
1
年
に
設
立

さ
れ
た
。
国
内
需
給
安
定
の
他
、海
外

へ
の
市
場
拡
大
を
目
指
し
、2
0
1
6

年
よ
り
同
社
の
輸
出
事
業
が
本
格
始

動
し
た
。

　
い
ち
早
く
海
外
へ
と
目
を
向
け
た

も
の
の
、生
産
者
で
あ
る
同
社
の
創
業

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
輸
出
事
業
は
全

く
初
め
て
の
こ
と
で
、何
も
か
も
が
手

探
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
海
外
と
の
取
引
経
験
ど
こ
ろ
か
、

輸
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
。完
全
に
見

切
り
発
車
で
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
か

ら
も
コ
メ
の
生
産
を
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、や
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
ま
ず
は
現
地
の
お
客
さ
ま
を
見
つ

け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、茨
城
県
産
の

コ
メ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
奔
走

し
ま
し
た
」

　

長
谷
川
氏
が
同
社
の
取
組
み
に
参

画
し
た
の
は
、そ
ん
な
試
行
錯
誤
が
続

く
頃
だ
が
、実
は
農
業
経
験
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。し
か

し
、長
谷
川
氏
に
は
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
確
か
な
交
渉
力
が
あ
っ
た
。

　
「
前
職
は
海
外
移
籍
を
狙
う
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し

て
い
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
は
ア
メ
リ

カ
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
言
葉
の
壁
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
家

に
帰
省
し
て
い
た
際
に
、親
戚
に
あ
た

る
創
業
メ
ン
バ
ー
か
ら『
海
外
と
の
取

引
が
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
』と
相

談
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
仕

事
の
合
間
に
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
田
ん
ぼ
の
風
景
と
、茨
城
県
産
の
コ

Special Report
Case 3

株式会社百笑市場
取締役　事業統括

長谷川 有朋 氏

茨
城
県
下
妻
市

株
式
会
社
百
笑
市
場

コ
メ
生
産
者
が
新
た
な
商
流
を
構
築

革
新
的
な
輸
出
事
業
で
恒
久
的
生
産
を
支
え
る

日
本
国
内
に
お
け
る
人
口
減
少
や
コ
メ
の
喫
食
率
の
低
下
に
よ
り
、こ
の
ま
ま
で
は
安
定
し
た
コ
メ
作
り
が
で
き
な
く
な
る
￨
￨
不
透

明
な
先
行
き
に
、茨
城
県
内
の
コ
メ
生
産
者
８
人
が
立
ち
上
が
っ
た
。コ
メ
の
輸
出
開
始
か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
百
笑
市
場
は
今
年
、総

輸
出
量
2
千
ト
ン
超
を
見
込
む
。精
力
的
に
コ
メ
の
輸
出
事
業
を
拡
大
へ
と
導
く
、取
締
役
事
業
統
括・長
谷
川
有
朋
氏
に
話
を
聞
い
た
。
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メ
を
守
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、百

笑
市
場
に
腰
を
据
え
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
」

販
路
確
保
ま
で
１
年
半

手
探
り
で
事
業
を
展
開

　

百
笑
市
場
が
輸
出
先
と
し
て
最
初

に
選
ん
だ
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
。

　
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、あ
き
た
こ

ま
ち
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
が
多
く
作

ら
れ
て
お
り
、日
本
よ
り
も
安
価
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
出
先
と
し
て

の
ハ
ー
ド
ル
が
一
番
高
い
と
い
わ
れ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
に
進
出
で
き
れ
ば
、そ

の
後
の
事
業
展
開
も
順
調
に
運
ぶ
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

消
費
者
に
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
次
第
に
広
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
現
地
視
察
を
開
始
し
た

も
の
の
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
見
極
め
や

商
流
の
把
握
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
し
た
と
い
う
。

　
「
ま
ず
は
富
裕
層
向
け
に
、高
価
格

帯
の
日
本
産
米
を
販
売
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
高
級
す
し

店
に
も
営
業
し
ま
し
た
が
、消
費
量
は

そ
こ
ま
で
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
頭
に
並

べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、飲
食
店
で
取

り
扱
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、問
屋
を

介
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
に
、走
り
始
め
て
気
付
き
ま
し
た
」

　
生
産
者
に
よ
る
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
故
に
、一
軒
一
軒
地
道
に
営
業
を
重

ね「
消
費
量
の
多
い
幅
広
い
層
に
向
け

て
販
売
し
、
問
屋
を
介
し
て
販
路
を

広
げ
る
」と
い
う
方
針
に
至
る
ま
で
に

１
年
半
ほ
ど
か
か
っ
た
と
い
う
。

　
よ
う
や
く
現
地
の
日
系
商
社
や
国

内
商
社
と
つ
な
が
り
が
で
き
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
海
外
卸
を
展
開
す
る

大
手
企
業
と
の
取
引
も
開
始
し
た
。

支
援
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
国
内
外
の

展
示
会
に
出
展
す
る
な
ど
の
精
力
的

な
広
報
活
動
が
功
を
奏
し
、販
路
拡

大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
現
在
の
輸
出
先
は
12
カ
国
を
超
え
、

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
北
米
を
中

心
に
、香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の

ア
ジ
ア
圏
へ
拡
大
。2
0
2
3
年
２
月

か
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
を
皮
切
り
に
欧
州

へ
の
展
開
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

コ
ス
ト
削
減
の
策
を
練
り

日
米
の
価
格
差
を
埋
め
る

　

百
笑
市
場
の
特
色
と
し
て
、
輸
出

米
の
集
荷
先
が
大
規
模
生
産
農
家
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
当
初
は
輸
出
米
を
作
る
こ
と
に
懐

疑
的
な
農
家
も
多
く
、何
度
も
足
を

運
び
説
得
し
ま
し
た
。
大
規
模
生
産

農
家
の
中
に
は〝
コ
メ
余
り
〟を
課
題

と
し
て
い
る
農
家
が
多
か
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
輸
出
米
に
対
し
て
国
か
ら
の

助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
も
あ
り
、大
規
模
生
産
農
家

を
中
心
に
輸
出
米
の
集
荷
先
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
」

　
大
規
模
生
産
農
家
な
ら
、
国
内
向

け
の
コ
メ
に
加
え
て
輸
出
米
の
作
付

け
を
増
や
せ
る
余
力
が
あ
る
。
輸
出

事
業
が
う
ま
く
運
べ
ば
、
国
内
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
販
路
が
大
き
く
広

が
り
、
そ
の
利
益
を
還
元
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
生
産
者
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
百
笑
市
場
が
主
導
す
る
か
ら

こ
そ
、生
産
者
に
寄
り
添
う
取
組
み

が
で
き
る
の
だ
。

　
し
か
し
輸
出
に
あ
た
っ
て
は
、日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
価
格
差
を

ど
う
埋
め
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。も
と

も
と
国
内
で
は
一
俵
１
万
４
千
円
ほ

ど
で
販
売
し
て
い
た
コ
メ
を
、先
行
投

資
的
な
意
味
合
い
を
含
め
て
７
千
円

で
出
荷
す
る
こ
と
に
し
た
。生
産
コ
ス

ト
を
抑
え
る
策
と
し
て
、種
ま
き
な
ど

の
作
業
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
他
、

「
ゆ
め
ひ
た
ち
」「
ほ
し
じ
る
し
」「
に
じ

の
き
ら
め
き
」「
し
き
ゆ
た
か
」な
ど
の

多
収
品
種
の
推
奨
に
よ
り
、一
反
あ
た

り
の
収
穫
高
を
上
げ
る
よ
う
促
し
た
。

　
ま
た
、百
笑
市
場
の
輸
出
米
は「
茨

米（
う
ば
ら
ま
い
）」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

名
で
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
流
通
規

格
の
概
念
が
国
内
市
場
と
は
大
き
く

違
う
こ
と
が
特
徴
的
だ
。

　
「
国
内
で
は
１
等
、２
等
、３
等
と

い
っ
た
等
級
が
あ
り
ま
す
が
、海
外
で

は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
た
め
、
わ

れ
わ
れ
は
等
級
に
関
わ
ら
ず
大
き
さ

1.
7
5
ミ
リ
以
上
で
あ
れ
ば
採
用

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
等

級
の
検
査
料
や
、
等
級
に
よ
る
価
格

差
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、
従
来

は
市
場
に
流
通
で
き
な
か
っ
た
コ
メ

も
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

自
分
た
ち
の
作
っ
た
コ
メ
が
お
い

し
い
と
い
う
絶
対
的
な
自
信
は
あ
る

の
で
、
食
べ
て
も
ら
え
れ
ば
日
本
産

米
の
良
さ
は
伝
わ
る
。
そ
こ
で
販
促

活
動
と
し
て
生
産
者
と
共
に
現
地
へ

赴
き
、
小
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

試
食
販
売
を
積
極
的
に
開
催
。
こ
れ

ま
で
延
べ
50
人
の
生
産
者
と
20
回
以

上
渡
航
し
、約
３
万
人
以
上
に
対
し

て
試
食
販
売
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動

が
、輸
出
事
業
を
推
進
す
る
上
で
重

名峰・筑波山を望む下妻の美しい田園風景は、地元
の人々のみならず日本の財産として守りたい景観だ

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業
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要
な
生
産
者
の“
意
識
改
革
”に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
「
現
地
で
の
試
食
販
売
は
、現
地
の

人
々
に
自
国
で
流
通
す
る
コ
メ
と
の

味
の
違
い
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
図
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、
喫
食
や
調
理
の
さ
れ
方
は
国
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。ア
メ
リ

カ
全
体
で
は
日
本
産
米
の
よ
う
な
短

粒
種
で
は
な
く
中
粒
種
や
長
粒
種
が

好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、同
じ

国
内
で
も
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
よ
う
に
ア

ジ
ア
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
多
く
形

成
さ
れ
て
い
る
街
も
あ
り
ま
す
。
現

地
に
出
向
く
こ
と
で
そ
う
し
た
違
い

に
触
れ
、ど
ん
な
コ
メ
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、次
の
生
産

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
外
食

産
業
や
、干
ば
つ
に
よ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
産
米
の
不
作
、昨
今
の
円
安
傾
向

に
も
後
押
し
さ
れ
、茨
城
県
産
の
コ
メ

の
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
そ
う
だ
。

恒
久
的
な
農
業
を
目
指
し

日
本
全
体
で
臨
む

　
2
0
1
7
年
に
農
林
水
産
省
が
立

ち
上
げ
た「
コ
メ
海
外
市
場
拡
大
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
、百
笑
市

場
は「
戦
略
的
輸
出
事
業
者
」に
登
録

さ
れ
て
い
る
。2
0
2
2
年
に
は
同
社

の
輸
出
米
の
生
産
者
は
約
1
0
0
人

に
ま
で
増
え
、2
0
1
6
年
の
輸
出

開
始
時
は
60
ト
ン
だ
っ
た
輸
出
量
が

2
0
2
3
年
内
に
は
2
千
ト
ン
を
超

え
る
見
込
み
だ
。

　
同
社
は
2
0
2
1
年
に
、
輸
出
米

を
精
米
す
る
工
場
と
、そ
れ
ら
を
保

管
す
る
低
温
倉
庫
を
新
設
。
自
社
で

の
加
工
・
保
管
割
合
を
増
や
し
、コ

ス
ト
削
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、精

米
工
場
は
、
食
品
安
全
の
国
際
規
格

「
F
S
S
C
2
2
0
0
0
」を
取
得
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
る
期
間
だ
が
、
こ

う
し
た
設
備
増
強
が
同
社
の
事
業
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
よ
り
世
界
的
に
物
流
の
課
題
が

顕
著
と
な
り
、
穀
物
の
供
給
体
制
や

農
業
生
産
に
関
し
て
も
各
国
で
大
き

な
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
。

　
「
例
え
ば
イ
ン
ド
や
中
国
で
は
穀

物
の
輸
出
よ
り
も
自
国
民
の
食
料
確

保
が
優
先
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も

食
料
安
全
保
障
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
に
は
十
分
に
コ
メ
の
生

産
余
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
は
追
い
風
に
な
り
ま
し

た
。
貿
易
対
価
を
得
る
作
物
と
し
て
、

日
本
産
米
の
需
要
は
こ
の
先
も
伸
び

る
と
思
い
ま
す
」

　
2
0
2
3
年
5
月
期
の
決
算
は
売

上
高
５
億
円
に
な
る
見
込
み
だ
が
、現

在
も
正
社
員
は
わ
ず
か
数
人
で
事
業

を
支
え
て
い
る
。
長
谷
川
氏
は
こ
れ

ま
で
事
業
全
体
の
統
括
、営
業
、損
益

計
画
策
定
な
ど
の
経
営
面
を
一
人
で

担
っ
て
き
た
。
次
年
度
へ
向
け
て
ま

ず
は
人
員
増
強
を
し
た
上
で
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
す
。

　
「
2
0
2
3
年
は
輸
出
だ
け
で
2
1

0
0
ト
ン
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、わ
れ
わ
れ
は
3
年
以
内
に
3
5

0
0
ト
ン
の
輸
出
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、茨
城
県
で
1
年
間
に
生

産
さ
れ
る
主
食
用
米
の
１
％
に
あ
た

り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
他
の
地
域
の

生
産
者
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、よ

り
多
く
の
生
産
者
に
輸
出
事
業
へ
と

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
海
外
展
開
に
取

り
組
む
生
産
者
に
向
け
て
は
、自
身

の
経
験
を
踏
ま
え
た
想
い
が
あ
る
と

い
う
。

　
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
と
き

は
、
は
じ
め
の
一
歩
が
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
今
は
輸
出
事
業
者
に
対
す

る
国
の
支
援
体
制
が
少
し
ず
つ
拡
充

さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
そ
う

い
っ
た
情
報
を
能
動
的
に
取
得
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

あ
と
は
ど
れ
だ
け
諦
め
ず
に
、
ど
れ

だ
け
本
気
で
や
れ
る
か
。
難
し
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
の

時
勢
は
何
が
き
っ
か
け
で
商
流
が
広

が
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
海
外
展

開
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
人
と
の
交

流
が
生
ま
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に

触
れ
、経
験
す
る
機
会
も
広
が
り
ま

す
。
苦
労
が
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性
を

見
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

百
笑
市
場
が
目
指
す
未
来
に
つ
い

て
は「
自
分
た
ち
だ
け
が
も
う
か
れ
ば

い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、根
底
に

あ
る
の
は
日
本
の
コ
メ
作
り
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
は
地
域
を
問
わ
ず『
日
本
産
米
』と

し
て
販
売
し
て
い
く
こ
と
が
、コ
メ
の

恒
久
的
な
生
産
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
」と
長
谷
川
氏
は

熱
く
語
っ
た
。
同
社
を
モ
デ
ル
に
、日

本
各
地
で
次
な
る
百
笑
市
場
が
誕
生

す
る
日
も
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。�

F

Special Report
Case 3

生産者と共に店頭に立つ試食販売会。各国・地域
の嗜好がわかる貴重な場でもある

輸出先によってパッケージが異なる「茨米（うばらまい）」。二酸化炭素を充填して真空
パックにすることで、鮮度を落とすことなく賞味期限を２年まで延ばすことができる
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羽
ば
た
き
の
よ
う
な
振
動
で

空
気
を
送
り
、命
を
守
る

　

新
生
児
の
命
を
守
る
、新
生
児
集

中
治
療
室
。
こ
こ
に
欠
か
せ
な
い
医

療
機
器
と
し
て
、
国
内
の
新
生
児
集

中
治
療
室
の
約
9
割
が
採
用
す
る
人

工
呼
吸
器「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」を
製

造
し
て
い
る
の
は
、
埼
玉
県
川
口
市

に
あ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
株
式

会
社
メ
ト
ラ
ン
だ
。

　

製
品
名
の「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」と

は
、ハ
チ
ド
リ
の
こ
と
。
人
工
呼
吸
器

の
振
動
の
よ
う
す
が
ハ
チ
ド
リ
の
羽

ば
た
き
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
名
を
付
け
た
。
こ
の
人
工
呼
吸

器
は
、高
頻
度
振
動
換
気（
H
F
O
）

式
を
採
用
し
て
お
り
、日
本
で
は
同

社
の
み
が
開
発
・
製
造
を
手
掛
け
て

い
る
。

　
H
F
O
人
工
呼
吸
器
が
開
発
さ
れ

る
前
の
人
工
呼
吸
器
は
、
強
い
圧
力

を
か
け
て
空
気
を
肺
に
送
り
込
む
も

の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
身
体
機
能

が
発
達
し
て
い
な
い
新
生
児
、
特
に

人
工
呼
吸
が
必
要
な
未
熟
児
の
肺
に

は
、非
常
に
負
担
が
大
き
い
治
療
と

な
る
。
さ
ら
に
、未
熟
児
の
場
合
は
、

送
り
込
む
酸
素
の
濃
度
が
高
す
ぎ
る

と
、
未
熟
児
網
膜
症
に
よ
る
失
明
の

危
険
性
も
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」は
、１

分
間
に
９
０
０
回
も
の
細
か
い
振
動

で
極
少
量
の
酸
素
を
肺
に
送
り
、同

時
に
そ
の
振
動
に
よ
っ
て
肺
胞
内
の

二
酸
化
炭
素
排
出
を
促
す
。
新
生
児

の
肺
に
も
安
全
性
の
高
い
人
工
呼
吸

器
な
の
だ
。

　

現
在
、日
本
の
新
生
児
生
存
率
は

世
界
一
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

同
社
の
人
工
呼
吸
器
は
、
そ
の
陰
の

立
役
者
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
川
口
本
社
の
壁
に
は
、「
ハ
ミ
ン
グ
」

シ
リ
ー
ズ
で
命
を
救
わ
れ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
や
、
元
気

に
成
長
し
た
写
真
が
何
枚
も
飾
ら
れ
、

命
を
救
う
仕
事
の
尊
さ
を
社
員
に
伝

え
て
い
る
。

祖
国
の
戦
禍
で
帰
国
を
断
念

〝
命
〟の
重
さ
、痛
切
に

　
株
式
会
社
メ
ト
ラ
ン
は
、１
９
８
４

年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
創
業
者
で

あ
り
、現
在
会
長
を
務
め
る
ト
ラ
ン
・

ゴ
ッ
ク
・
フ
ッ
ク
氏（
日
本
名
：
新
田

一
福
）は
、１
９
６
８
年
に
南
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
、日
本
の
大
学
に
留
学
し
た
。

　

１
９
７
４
年
に
大
学
を
卒
業
す
る

が
、折
あ
し
く
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起

こ
り
、当
初
志
望
し
て
い
た
化
学
系
企

業
は
大
打
撃
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
教
授
に
紹
介
さ
れ
た
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
入
っ
た
こ
と
が
、

フ
ッ
ク
氏
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
に
な
る
。

　
「
父
の
信
念
は
、〝
助
け
ら
れ
る
命
を

全
て
救
い
た
い
〟。
そ
の
背
景
に
、ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
戦
禍
に
見
舞
わ
れ
た
祖

国
や
、失
わ
れ
た
多
く
の
命
へ
の
想
い

が
あ
る
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。

　

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
働
き
な
が

株式会社メトラン
代表取締役社長

新田 ダン 氏

埼
玉
県
川
口
市

株
式
会
社
メ
ト
ラ
ン

革
新
的
技
術
で
人
工
呼
吸
器
を
開
発

世
界
中
の〝
助
け
ら
れ
る
命
〟に
届
け
る
想
い

半
世
紀
前
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
一
人
の
青
年
。
彼
が
作
り
出
し
た
新
生
児
向
け
の
全
く
新
し
い
人
工
呼
吸
器
は
、

そ
の
後
さ
ら
な
る
改
良
を
加
え
、世
界
中
の
多
く
の
命
を
救
う
べ
く
、事
業
を
拡
大
し
て
い
る
。
株
式
会
社
メ
ト
ラ
ン
の
創
業

以
来
の
信
念
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、代
表
取
締
役
社
長
・
新
田
ダ
ン
氏
に
話
を
聞
い
た
。

Case 4

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業



2023.4 1819 2023.4

Special Report
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ら
研
究
を
続
け
、独
自
構
造
の
H
F
O

人
工
呼
吸
器
を
発
案
し
、
そ
の
製
品

化
の
た
め
に
独
立
し
た
の
で
す
」と
語

る
の
は
、2
0
1
9
年
12
月
、
社
長
に

就
任
し
た
、息
子
の
新
田
ダ
ン
氏
だ
。

米
国
で
の
評
価
か
ら
始
ま
っ
た

「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」の
歴
史

　
フ
ッ
ク
氏
が
開
発
し
た
高
頻
度
人
工

呼
吸
器「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」は
、１
９

８
４
年
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
新
生

児
医
療
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
ペ

に
参
加
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所（
N
I

H
）は
、H
F
O
式
の
有
効
性
を
検
証

す
る
た
め
、
臨
床
試
験
で
使
用
す
る

人
工
呼
吸
器
の
設
計
を
世
界
の
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
た
の
だ
。

　
そ
の
結
果
採
用
さ
れ
た
の
が
、フ
ッ

ク
氏
が
開
発
し
た
H
F
O
人
工
呼
吸

器「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」だ
っ
た
。
同

社
の「
ハ
ミ
ン
グ
」シ
リ
ー
ズ
の
歩
み

は
、こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
も
フ
ッ
ク
氏
は
、医
療
機

関
で
得
ら
れ
た
臨
床
デ
ー
タ
や
利
用

者
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
改
良
・
開

発
を
進
め
る
。「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」の

有
用
性
は
高
く
評
価
さ
れ
、
新
生
児

だ
け
で
は
な
く
、小
児
や
成
人
向
け
、

動
物
向
け
に
も
用
途
は
広
が
っ
た
。

　

併
せ
て
同
社
で
は
、手
術
室
の
全

情
報
を
集
中
管
理
で
き
る
麻
酔
器
や
、

国
産
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
治

療
器
の
開
発
・
製
造
な
ど
を
行
い
、

小
さ
い
な
が
ら
優
れ
た
技
術
開
発
力

を
持
つ
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

世
界
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

助
け
ら
れ
る
命
が
待
つ
国
へ

心
を
込
め
た
サ
ポ
ー
ト
対
応

　
「
メ
ト
ラ
ン
の
製
品
は
新
生
児
用

の
人
工
呼
吸
器
と
い
う
大
企
業
が
参

入
し
づ
ら
い
市
場
で
す
か
ら
、
事
業

を
拡
大
す
る
に
は
い
ず
れ
海
外
へ
の

展
開
が
必
要
に
な
る
、
と
創
業
者
で

あ
る
父
は
早
い
段
階
か
ら
考
え
て
い

ま
し
た
」

　

命
に
関
わ
る
医
療
機
械
は
、導
入

後
に
も
使
い
方
の
指
導
や
故
障
時
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め

「
ハ
ミ
ン
グ
」シ
リ
ー
ズ
は
、以
前
は
多

く
の
海
外
拠
点
を
持
つ
、
大
手
医
療

機
器
販
売
会
社
と
独
占
契
約
を
結
ん

で
販
売
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、国

内
や
先
進
諸
国
で
の
売
上
が
着
実
に

伸
び
て
い
る
一
方
で
、
人
工
呼
吸
器

の
需
要
が
高
い
途
上
国
へ
の
普
及
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
エ
リ
ア
へ
の
対
応
は
、大

き
な
利
益
が
出
に
く
い
た
め
、
大
企

業
は
当
然
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が

そ
れ
で
は
、本
当
に
救
い
を
待
っ
て

い
る
命
の
元
に
は
届
か
な
い
。

　
「
現
在
は
、ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、イ
ン
ド
、イ
ス
ラ
エ
ル
、コ
ス
タ

リ
カ
な
ど
で
販
路
を
開
拓
し
、
自
社

で
販
売
や
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

最
も
製
品
に
詳
し
い
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

当
社
に
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
の
で

す
。縁
あ
っ
て
つ
な
が
っ
た
そ
の
先
に
、

大
切
な
誰
か
の
命
を
救
う
た
め
に
懸

命
な
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
が
い
る
。

そ
の
心
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
ダ
ン

社
長
。父
・
フ
ッ
ク
氏
の
情
熱
は
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

二
つ
の
祖
国
を
つ
な
ぐ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
体
制
づ
く
り

　

日
本
で
起
業
し
た
が
、い
ず
れ
祖

国
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い

た
フ
ッ
ク
氏
は
、2
0
0
７
年
に
同

社
製
品
に
搭
載
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
開
発
す
る
部
門
を
ベ
ト
ナ
ム

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
設
立
す
る
。
翌

2
0
0
8
年
に
は
、
医
療
機
器
の
製

造
や
輸
出
を
担
当
す
る
ベ
ト
ナ
ム
工

場
も
建
設
し
た
。こ
の
運
営
に
は
フ
ッ

ク
氏
の
親
戚
の
支
援
が
あ
っ
た
。

　
「
海
外
進
出
に
あ
た
っ
て
、信
頼
で

き
る
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
事
業
の
成
否

を
左
右
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
や
商
習
慣
が
違
う
国
に
、日

本
人
の
社
長
を
送
り
込
ん
で
も
う
ま

く
い
く
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
現
地
の

人
に
託
し
て
、事
業
に
対
し
て
責
任

を
持
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
彼
ら
の

成
長
を
促
し
、
仕
事
へ
の
熱
意
を
生

む
の
で
す
」と
ダ
ン
氏
は
分
析
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
海
外
市
場
を
本
格
的

に
開
拓
し
て
い
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

が
起
き
、一
時
は
同
社
の
活
動
も
停

滞
し
た
。し
か
し
、人
工
呼
吸
器
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療

に
欠
か
せ
な
い
医
療
機
器
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、一
転
、膨
大
な
注
文
が
殺

アメリカで採用された初期の「ハミングバード」

世界中で新生児の命を救ってき
た「ハミング」シリーズ（左）。現
在では動物向け（右）にも展開さ
れている
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到
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
通
常
、
年
1
0
0
台
程
度
の
生

産
力
し
か
な
い
当
社
で
は
、
到
底
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、経
済
産
業
省
の
働
き
か
け
で
、

2
0
2
0
年
4
月
よ
り
、
大
手
自
動

車
部
品
会
社
を
協
力
先
と
し
た
、
人

工
呼
吸
器
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
」と
ダ
ン
社
長
は

振
り
返
る
。

　
そ
し
て
、呼
吸
管
理
に
詳
し
く
な
い

医
者
で
も
操
作
が
で
き
る
機
能
に
限

定
し
た
、低
価
格
で
増
産
し
や
す
い
人

工
呼
吸
器
を
ス
ピ
ー
ド
開
発
。
そ
の

基
本
設
計
を
メ
ト
ラ
ン
が
行
い
、部
品

調
達
や
組
み
立
て
、検
査
な
ど
は
協
力

先
の
工
場
が
受
け
持
っ
た
。
さ
ら
に

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

で
も
、多
く
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
工
場

に
泊
ま
り
込
ん
で
対
応
し
、2
0
2
０

年
6
月
末
に
は
量
産
開
始
と
い
う
異

例
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
た
。

　

日
々
増
え
て
い
く
感
染
者
数
・
死

亡
者
数
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
ハ
ー
ド

な
対
応
に
な
っ
た
が
、そ
ん
な
時
で

も
や
は
り〝
助
け
ら
れ
る
命
全
て
を
〟

と
い
う
創
業
者
の
信
念
が
、
社
員
た

ち
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
だ
。

社
長
を
交
え
て
の
話
し
合
い
で

腕
と
心
を
磨
く
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

現
在
、川
口
本
社
で
は
社
員
47
人
中

10
人
が
外
国
人
で
、ベ
ト
ナ
ム
、
グ
ア

テ
マ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
な
ど
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
。

　

本
社
業
務
で
技
術
を
磨
き
、現
地

に
戻
っ
て
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
。

今
後
の
海
外
展
開
を
見
据
え
て
語
学

や
法
制
度
を
学
ぶ
人
。
個
人
の
目
標

と
会
社
の
成
長
が
、
と
て
も
う
ま
く

噛
み
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
同
社
で
は「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」

こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
毎
週
品
質

を
守
る
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
て

い
る
他
、
難
し
い
案
件
や
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
る
と
、社
長
も
交
え
て
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
る
と
い
う
。

　
「
開
発
・
製
造
・
保
守
ま
で
す
べ
て

を
自
社
で
行
う
に
は
、優
れ
た
人
材

を
継
続
的
に
育
て
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
失
敗

を
恐
れ
ず
、反
省
し
、改
善
す
る
、前

を
向
く
た
め
の
も
の
。
P
D
C
A
に

取
り
組
む
こ
と
で
、 “
世
界
で
唯
一
無

二
の
製
品
の
開
発
・
提
供
を
目
指
す
”

と
い
う
当
社
の
企
業
理
念
を
共
有
す

る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

世
界
市
場
を
目
指
す
た
め

開
発
時
か
ら
海
外
規
格
を
意
識

　
「
当
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
営
業
は
、

日
本
人
で
も
英
語
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
製
品
開
発
の
時
点
か
ら
、

国
際
市
場
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
で
、

設
計
や
仕
様
書
も
英
語
で
作
成
し
て

い
ま
す
」

　

命
に
関
わ
る
医
療
機
器
の
製
造
・

販
売
に
は
、国
に
よ
っ
て
異
な
る
基

準
が
あ
り
、審
査
や
参
入
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
そ
こ
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
に
も
、同
社
は
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

同
社
が
販
路
開
拓
に
成
功
し
て
い

る
ア
ジ
ア
の
国
々
は
、日
本
の
薬
事

承
認
が
あ
れ
ば
参
入
で
き
る
こ
と
が

多
い
。
だ
が
欧
米
の
先
進
国
で
は
、

す
で
に
自
国
や
大
手
メ
ー
カ
ー
が

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

同
社
が
い
か
に
独
自
の
特
許
技
術
を

持
っ
て
い
て
も
、厳
し
い
審
査
の
壁

が
あ
る
の
だ
。

　

そ
の
一
方
で
、
参
入
し
や
す
い
途

上
国
に
お
い
て
は
、
高
機
能
ゆ
え
の

価
格
の
高
さ
が
障
壁
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
で
も
、
各
国
の
事
情
に

あ
っ
た
価
格
設
定
や
、レ
ン
タ
ル
を

検
討
す
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
の
は
、２
０
２
０
年
か
ら
、独

占
販
売
契
約
を
終
了
し
、
地
域
の
代

理
店
と
の
直
接
取
引
に
舵
を
切
っ
た

か
ら
だ
。

　
「
金
融
機
関
や
関
係
機
関
に
は
、資

金
的
な
相
談
に
加
え
て
、
海
外
の
医

療
業
界
や
輸
出
に
詳
し
い
専
門
家
を

紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、多
方
面
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
決
め
ら
れ
た
規
格
に
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
社
製
品
が
基

準
と
な
る
よ
う
、
主
導
的
に
世
界
と

勝
負
で
き
る
も
の
づ
く
り
に
挑
ん
で

い
ま
す
」と
ダ
ン
社
長
。

　

優
し
い
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
の
羽
ば

た
き
は
、こ
れ
か
ら
も
世
界
各
国
で
、

大
切
な
命
を
救
い
続
け
る
。	

�

F父から子へ、メトランの精神は引き継がれる

同社製品の製造・輸出を担う、ベトナム工場

設計書類、パンフレットなど
は開発時から英文に対応

特集 世界へ飛び立て  海外展開に挑戦する中小企業



　
日
本
公
庫
は
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構（
略
称
：
中
小
機
構
）お
よ
び
日
本
貿

易
保
険（
略
称
：
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）と「
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
構
築
し
、

昨
年
12
月
19
日
に
記
者
発
表
を
行
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
、世
界
的

な
原
材
料
・
資
源
価
格
の
高
騰
、為
替
相

場
の
大
幅
な
変
動
、
人
口
減
少
に
伴
う

国
内
市
場
の
縮
小
な
ど
の
経
済
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
海
外
事
業
の

強
化
が
事
業
者
の
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
中
小
機
構
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
お

よ
び
日
本
公
庫
の
３
機
関
で
は
、海
外

展
開
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
・
小
規

模
事
業
者
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、各

機
関
を
相
互
に
紹
介
す
る
な
ど
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け

た
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
般
、３
機
関
は
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、海
外
へ
の
販
路
開
拓
・
拡
大
を
図
る

中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、

海
外
に
関
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握

か
ら
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
準
備

支
援
や
資
金
支
援
、リ
ス

ク
対
応
ま
で
、各
機
関
の

強
み
を
生
か
し
て
切
れ
目

な
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

今
回
の
記
者
発
表
に

お
い
て
、田
中
総
裁
は「
一

般
的
に
、中
小
企
業
の
海

外
進
出
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
が
、公
庫
の
お
取

引
先
の
中
堅
・
中
小
企
業

が
海
外
に
設
け
て
い
る

現
地
法
人
な
ど
は
、既
に

1
万
1
千
社
近
く
に
達

し
て
い
る
。
企
業
が
海
外

進
出
す
る
き
っ
か
け
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、リ
ス
ク
分

散
や
海
外
市
場
の
成
長
性
を
期
待
す
る

経
営
者
は
少
な
く
な
い
。
海
外
に
展
開

す
る
こ
と
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
相

当
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。日

頃
か
ら
数
多
く
の
中
小
企
業
の
経
営
者

と
話
を
し
て
い
る
の
が
公
庫
の
強
み
で

あ
る
。
企
業
を
各
機
関
の
専
門
家
に
的

確
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
使
命
だ
。
日
本
の

中
小
企
業
の
海
外
展
開
が
一
層
進
む
よ

う
取
組
み
を
進
め
て
い
く
」と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
中
小
機
構
の
豊
永
理
事
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、商
談
の
希
望
や
海
外

へ
の
進
出
を
目
指
す
事
業
者
か
ら
の
相

談
が
増
え
て
い
る
。
こ
こ
に
手
を
差
し

伸
べ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。従
来
以

上
に
各
機
関
が
密
接
に
連
携
し
、事
業

者
の
海
外
展
開
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
の
黒
田
社
長
は「
ま
ず
、海

外
進
出
を
考
え
て
い
る
事
業
者
に
は
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
か
の
情

報
提
供
が
重
要
で
あ
る
。
海
外
取
引
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
情
報
を
提

供
し
、事
業
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
支
援
し
た
い
」と
語
っ
た
。

　
な
お
、今
後
は
、各
地
域
に
お
い
て
、地

域
金
融
機
関
と
も
連
携
し
て
、本
ス
キ
ー

ム
を
拡
大
し
、連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

中
小
機
構
お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
と

「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
構
築

左からNEXIの黒田社長、日本公庫の田中総裁、中小機構の豊永理事長

課
題
・
ニ
ー
ズ
の
共
有

課題・ニーズの共有

（※）今後は、各地域において、地域金融機関とも連携して、スキームを拡大させていく予定。

③�要望に応じて、海外展開に向けた
事業計画・特許戦略策定、輸出・
拠点設立相談など

②マッチング準備支援、マッチング
　（海外 CEO 商談会、ジェグテック）

●スキーム図

中小機構

お客様
（中小企業者）

NEXI日本公庫

③�貿易保険の提供、
　海外バイヤー情報の提供

①課題・ニーズの把握

③�輸出・生産委託、現地
への投資などに際して
の資金需要に対する
資金支援

課
題
・
ニ
ー
ズ
の
共
有
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１
０
０
あ
っ
た
工
房
が

20
を
切
る
ま
で
に
減
少

　

岩
手
県
盛
岡
市
の
南
部
鉄
器
産

地
を
代
表
す
る
岩
鋳
は
昨
年
、創
業

１
２
０
周
年
を
迎
え
た
。
盛
岡
駅
か

ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
本
社
を
訪
ね
て
、

創
業
者
の
岩
清
水
末
吉
氏
が
製
作
し

た
鉄
瓶
と
、そ
れ
を
復
刻
し
た
物
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

初
代
の
鉄
瓶
は
、使
い
込
ま
れ
て
、

模
様
が
少
し
摩
耗
し
、長
い
歴
史
を

経
て
培
わ
れ
た
趣
を
醸
し
出
し
て
い

る
。一
方
、創
業
１
２
０
周
年
を
記
念

し
て
作
っ
た
復
刻
品
か
ら
は
、今
新

た
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
よ
う
な
モ
ダ
ン

な
印
象
を
受
け
た
。

　

良
い
伝
統
工
芸
品
は
古
び
れ
ば
骨

董
品
と
し
て
価
値
が
出
る
。
新
作
に

は
、
伝
統
を
背
景
に
し
た
独
特
の
味

わ
い
が
あ
る
。
こ
の
新
旧
二
つ
の
鉄

瓶
は
、そ
の
ま
ま
、し
ゃ
れ
た
イ
ン
テ

リ
ア
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、同
社
４
代
目
社
長
の
岩
清

水
弥
生
氏
の
話
は
意
外
な
も
の
だ
っ

た
。「
南
部
鉄
器
は
飾
り
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
用
品
と
し
て
お
客
様
に

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、作
り
手
に

と
っ
て
最
大
の
喜
び
な
の
で
す
」。
な

る
ほ
ど
、南
部
鉄
器
は
も
と
も
と
生
活

用
具
と
し
て
４
０
０
年
の
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
。

21 2023.4

南
部
鉄
器
の
鉄
瓶
は
、鋳
物
製
だ
け
に
見
る
か
ら
に
ど
っ
し
り
と
し
て
い
る
。
岩
手

県
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
だ
が
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
こ
の
方
、一
般
の

家
庭
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
衰
退
の
一
途
か
と
思
う
の
は

早
計
で
、職
人
の
志
願
者
も
増
え
て
い
る
。
実
用
品
作
り
の
伝
統
か
ら
外
れ
ず
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
を
開
発
し
て
き
た
お
か
げ
だ
。
最
大
手
の
岩
鋳
は
、固
定

観
念
を
破
る
カ
ラ
ー
の
鉄
器
で
海
外
市
場
で
も
地
歩
を
固
め
て
い
る
。

使
っ
て
喜
ば
れ
る
実
用
品
を
作
る
伝
統
守
り

多
彩
な
製
品
開
発
で
内
外
の
需
要
を
つ
か
む

株
式
会
社
岩
鋳（
岩
手
県
盛
岡
市
）

南
部
鉄
器

未
来
に
残
し
た
い

日
本
の

　

  
伝
統

第
8
回



未
来
に
残
し
た
い

日
本
の

　

  
伝
統

第
8
回

　

し
か
し「
昔
は
盛
岡
だ
け
で
、南
部

鉄
器
の
工
房
数
は
1
０
０
く
ら
い
あ
っ

た
の
で
す
が
、現
在
は
20
を
切
り
ま
す
」

と
岩
清
水
社
長
は
言
う
。「
１
９
５
５

年
代
か
ら
、ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
軽
く
て
扱
い
や
す
い
ヤ
カ
ン
が
普

及
し
た
た
め
で
す
。
そ
れ
ま
で
鉄
瓶

は
ど
こ
の
家
に
も
あ
っ
た
の
で
す
が
」

　

同
社
で
は
従
業
員
約
80
人
の
う
ち

6
人
の
職
人
が
本
社
に
隣
接
す
る「
岩

鋳
鉄
器
館
」の
工
房
で
、伝
統
的
な
手

法
で
南
部
鉄
瓶
を
作
っ
て
い
る
。
同

施
設
は
観
光
客
向
け
に
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
売
店
な
ど
を
備
え
て
お
り
、工

房
も
見
学
で
き
る
。

上
海
万
博
で
大
人
気
に

業
界
が
一
気
に
活
気
づ
く

　

製
造
工
程
は
細
か
く
数
え
れ
ば

１
０
０
を
超
す
。ま
ず
ど
の
よ
う
な
鉄

瓶
を
作
る
か
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
図

面
を
作
成
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

鋳
型
を
作
る
。
型
が
乾
か
な
い
う
ち

に
、鉄
瓶
を
飾
る
模
様
を
彫
り
付
け

る
。例
え
ば
細
か
い
ぽ
つ
ぽ
つ
の
霰
模

様
を
表
現
す
る
に
は
、
細
い
棒
の
先

で
鋳
型
を
点
々
と
突
い
て
3
千
く
ら

い
の
く
ぼ
み
を
つ
く
る
。下
絵
を
描
か

ず
に
、む
ら
無
く
仕
上
げ
る
に
は
高
い

技
量
が
要
る
。

　

中
に
入
れ
る
型
と
合
わ
せ
て
鋳
型

　
「
職
人
た
ち
は
実
際
に
使
う
お
客

様
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
一
つ

一
つ
作
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
職
人
に

言
わ
せ
れ
ば
、出
来
上
が
っ
た
だ
け
で

は
完
成
で
は
な
い
。
買
っ
て
く
だ
さ
っ

た
お
客
様
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、初

め
て
完
成
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
」

　
人
々
の
生
活
に
供
す
る
実
用
品
を

作
る
と
い
う
自
負
は
、
岩
鋳
の
大
事

な
伝
統
な
の
だ
ろ
う
。
初
代
の
岩
清

水
末
吉
は
、
南
部
鉄
器
職
人
の
も
と

に
弟
子
入
り
し
て
技
術
を
覚
え
、１
９

０
２
年
に
独
立
し
て
創
業
し
た
。

　

盛
岡
周
辺
は
昔
か
ら
、
鉄
や
砂
な

ど
鋳
物
の
材
料
が
と
れ
た
。
南
部
鉄

器
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、17
世
紀
に

南
部
藩
主
が
京
都
か
ら
茶
の
湯
釜
を

作
る
鋳
物
職
人
を
呼
び
寄
せ
て
か
ら

で
あ
る
。
藩
が
、湯
釜
や
鉄
瓶
な
ど
を

特
産
品
に
す
る
た
め
に
生
産
を
奨
励

し
保
護
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
、南
の
旧
水
沢
市（
現

奥
州
市
）に
も
同
様
の
産
地
が
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
伊
達
藩
領
だ
っ
た
が
、

現
在
は
こ
ち
ら
の
産
品
も
併
せ
て「
南

部
鉄
器
」と
呼
ぶ
。

　

昔
は
、
岩
手
だ
け
で
な
く
各
地
で

鋳
物
の
鉄
瓶
や
お
釜
な
ど
が
作
ら
れ

て
い
た
。
た
だ
表
面
一
面
に
細
か
い
ぽ

つ
ぽ
つ
の
突
起
を
施
し
た「
霰あ

ら
れ

模
様
」

の
南
部
鉄
器
の
鉄
瓶
は
、
人
気
が
あ

り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

を
組
み
立
て
る
と
、
電

気
炉
で
溶
か
し
た
摂
氏

１
４
０
０
か
ら
１
５
０
０

度
の
鉄
を
流
し
込
む
。
適

温
か
ど
う
か
は
、職
人
が

溶
け
た
鉄
の
色
を
見
て
判

断
す
る
。

　
冷
め
た
ら
、型
か
ら
鉄

瓶
を
取
り
出
す
。
そ
れ

を
約
２
５
０
度
に
加
熱

し
て
表
面
に
漆
を
塗
っ

て
焼
き
付
け
る
。
さ
ら

に「
お
は
ぐ
ろ
」と
い
う

塗
装
を
す
る
。最
後
に
つ

る
を
取
り
付
け
て
、出
来

上
が
り
で
あ
る
。

　

鉄
瓶
１
個
を
作
る
の
に
約
２
〜
3

週
間
か
か
る
。
職
人
は
1
人
で
デ
ザ

イ
ン
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
し
て
作
る
。

岩
鋳
の
工
房
で
は
職
人
6
人
で「
年

間
千
個
作
れ
る
か
ど
う
か
で
す
」と
岩

清
水
社
長
は
言
う
。

　

職
人
の
年
齢
は
、
伝
統
工
芸
士
の

八
重
樫
亮
氏
を
筆
頭
に
50
代
か
ら
20

代
ま
で
幅
広
い
。
伝
統
工
芸
士
は
、伝

統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
が
法
律

に
基
づ
い
て
試
験
を
行
っ
て
認
定
す

る
資
格
で
あ
る
。
岩
鋳
で
は
、伝
統
工

芸
士
は
製
品
に
銘
を
入
れ
る
。
八
重

樫
氏
の
銘
は「
三
代
目
清
茂
」で
あ
る
。

　
岩
鋳
の
鉄
瓶
の
値
段
は
、寸
法
、細

工
に
よ
り
10
万
円
を
超
す
物
か
ら

２
万
〜
３
万
円
ク
ラ
ス
ま
で
幅
が
あ

る
。鉄
瓶
で
水
道
水
を
沸
か
す
と
、塩

素
臭
が
消
え
、溶
け
出
す
鉄
分
を
吸

収
で
き
る
な
ど
の
利
点
も
あ
る
。
し

か
し
伝
統
工
芸
品
の
南
部
鉄
器
は
長

い
間
、衰
退
産
業
だ
っ
た
。

　
「
転
機
は
２
０
１
０
年
の
上
海
万
博

で
し
た
」と
、
岩
清
水
社
長
は
振
り

返
る
。

　

上
海
万
博
で
、
岩
手
県
は
雲
南
省

の
プ
ー
ア
ル
市
な
ど
と
共
同
で
ブ
ー

ス
を
設
け
、南
部
鉄
器
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、南
部
鉄
瓶
で
お

茶
を
入
れ
る
と
味
が
ま
ろ
や
か
に
な
っ

て
お
い
し
い
と
評
判
に
な
り
、中
国
か

ら
注
文
が
ど
っ
と
来
た
。

世界各国からも依頼が入る急須。カラーバリエー
ションは130色を超える

株式会社岩鋳
四代目（代表取締役社長） 岩清水 弥生 氏

創業者の岩清水末吉氏が手掛けた鉄瓶（左）と創業120
周年記念として製作された復刻品（右）
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岩
清
水
社
長
は
こ
う
語
る
。「
納
品

ま
で
２
年
も
待
っ
て
い
た
だ
く
状
態

で
し
た
。他
の
工
房
さ
ん
で
は
6
年
待

ち
も
あ
り
ま
し
た
。
高
価
な
製
品
が

中
心
で
、お
客
さ
ま
か
ら『
も
っ
と
高

い
物
は
な
い
か
』と
言
わ
れ
て
戸
惑
う

ほ
ど
で
し
た
」。
在
庫
は
一
掃
さ
れ
、需

給
バ
ラ
ン
ス
は
好
転
し
た
。「
そ
の
後
、

跡
を
継
ぎ
た
い
と
地
元
に
帰
っ
て
く

る
若
者
も
お
り
、業
界
は
活
気
づ
き
ま

し
た
」。
今
も
職
人
に
な
り
た
が
る
若

者
が
多
く
い
る
。

　

実
は
同
社
は
1
9
6
0
年
代
か
ら

輸
出
を
始
め
、
70
年
代
初
期
に
見
本

市
船
の
さ
く
ら
丸
に
参
加
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
の
開
拓
に
本
格
的
に
乗

り
出
し
た
。「
最
初
の
輸
出
先
は
ド
イ

ツ
で
し
た
。
物
づ
く
り
の
考
え
方
に

共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
」と

岩
清
水
社
長
は
説
明
す
る
。

　
大
き
な
飛
躍
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

固
定
観
念
を
破
っ
て
色
と
り
ど
り
の

南
部
鉄
器
を
作
り
出
し
た
こ
と
だ
。

90
年
ご
ろ
、
パ
リ
の
紅
茶
専
門
店
か

ら
き
た「
フ
ラ
ン
ス
人
の
生
活
様
式

に
合
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
テ
ィ
ー
ポ
ッ

ト（
急
須
）を
作
れ
な
い
か
」と
い
う
依

頼
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

カ
ラ
ー
急
須
は
歴
史
的
一
歩

輸
出
は
約
30
カ
国
に
広
が
る

　
「
私
ど
も
に
は
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
、

作
る
の
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
す
。

売
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
当
社

の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
に
な

り
ま
し
た
」（
岩
清
水
社
長
）

　

現
在
、輸
出
先
は
約
30
カ
国
に
及

び
、海
外
で「
I
W
A
C
H
U
」は
南
部

鉄
器
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
４
年
前
か
ら
は
パ

リ
に
駐
在
員
を
置
い
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
３
月
期
決
算
の
売
上

高
の
目
標
は
約
９
億
円
で
、現
在
、輸

出
の
割
合
は
約
４
割
と
い
う
。
以
前

は
輸
出
が
半
分
を
占
め
た
が
、減
っ

た
分
は
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
購
買

に
置
き
換
わ
っ
た
。
現
在
、カ
ラ
フ
ル

な
製
品
が
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
８

〜
９
割
に
達
す
る
そ
う
だ
。

　

今
で
は
、国
内
で
も
鮮
や
か
に
彩

色
し
た
製
品
が
よ
く
売
れ
る
。「
若
い

人
が
買
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
も
女

性
フ
ァ
ン
が
多
く
な
り
、有
難
い
で

す
ね
」。
岩
清
水
社
長
の
頬
が
緩
む
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
製
品
は
金
型
を
使
っ

て
量
産
で
き
る
工
場
で
生
産
し
て
い

る
。
同
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
南
部
鉄
器

を
作
っ
て
き
た
。
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、

灰
皿
、香
炉
、風
鈴
な
ど
に
と
ど
ま
ら

ず
、
鮮
や
か
な
彩
色
の
骨
壺
な
ど
の

仏
具
も
あ
る
。
形
を
変
え
て
も
、
南

部
鉄
器
の
伝
統
は
脈
打
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
も
、
同
社
は
国
内
外
で

販
路
を
広
げ
て
、ほ
と
ん
ど
影
響
を

受
け
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
向
け
輸
出
を
増
や
し
て
乗
り

切
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
岩
清
水
社
長
が
守
っ

て
い
き
た
い
の
は「
創
業
者
か
ら
代
々

引
き
継
い
で
き
た
精
神
」で
あ
る
。「
例

え
ば
、
お
客
様
目
線
を
忘
れ
な
い
と

か
、人
を
大
切
に
す
る
精
神
で
す
ね
」

と
言
う
。「
お
客
様
目
線
」
重
視
は
、

買
っ
て
く
れ
た
人
が
使
っ
て
喜
ぶ
南

部
鉄
器
を
作
ろ
う
と
い
う
職
人
の
思

い
と
重
な
る
。�

F

南部鉄器の
製造工程

■着色・完成
鉄瓶を加熱し表面に漆を焼付け、さらに「おはぐろ」
を刷き付けます。つるを付けたら完成です

■デザイン・鋳型製作
デザインに合わせて実寸大の図面を作成します。これ
に基づいて鋳物砂と粘土汁をまぜて鋳型を作ります

■文様捺し・鋳型の組立
挽き上げた胴型が乾燥しない間に文様を捺し、鋳型
を組み立てます

■鋳込み、型出し・砂落とし
電気炉で溶かされた鉄を鋳型に流し込み、鉄が固まり
鋳型から引き出したら、砂を落とし鋳バリを取ります

2020年にドイツ・フランクフルトで開催
された国際見本市でも人気を博した400年の歴史をもつ南部鉄器の伝統を守りながら、新しい伝統の創造にも積極的に取り組んでいる
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コ
ン
テ
ス
ト
創
設
か
ら
10
年

若
者
の
創
業
マ
イ
ン
ド
は
着
実
に
向
上

　
「
活
力
あ
る
日
本
を
創
り
、
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
力
が
必

要
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
２
０
１
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
高
校
生
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」は
、２
０
２
０
年

度
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止（
第
８
回
）を
挟
み

な
が
ら
も
、記
念
す
べ
き
第
10
回
の
最
終
審
査
会

（
２
０
２
３
年
１
月
８
日
）を
迎
え
た
。

　

参
加
校
数
・
応
募
プ
ラ
ン
総
数
は
と
も
に
最
多

を
記
録
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
中
か
ら
、

大
き
な
注
目
を
集
め
る
起
業
家
が
数
多
く
誕
生
す

る
な
ど
、日
本
の
未
来
を
担
う
若
者
の
創
業
マ
イ

ン
ド
向
上
と
い
う
目
的
は
、着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
国
や
教
育
機
関
な
ど
か
ら
の
注
目
度
も
高
ま
っ

て
お
り
、
最
終
審
査
会
の
開
催
に
当
た
り
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た（
25
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　
会
場
で
審
査
を
行
う
の
は
、
起
業
に
関
す
る
幅

広
い
知
見
を
持
つ
大
学
教
授
・
起
業
家
な
ど
８
名
。

10
組
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
そ
う
そ
う
た

る
審
査
員
の
目
の
前
で
、
わ
ず
か
６
分
の
持
ち
時

間
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
極
め
て
短
い
時
間
内
で
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
を
最
大
限
Ｐ
Ｒ
し
、
審
査
員
か
ら
の
鋭
い
質

問
に
も
答
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
真
剣

勝
負
の
場
な
の
だ
。

決
戦
の
地
は
東
京
大
学

晴
れ
の
舞
台
に
10
組
の
精
鋭
が
登
壇

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と

し
て
登
場
し
た
の
は
、
横
浜
市
立
南
高
等
学
校
。

メ
ン
バ
ー
の
１
人
が
介
護
施
設
の
祖
父
を
見
舞
っ

た
際
、靴
の
脱
ぎ
履
き
に
手
間
取
る
姿
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、履
き
替
え
た
り
、パ
ー
ツ

交
換
を
し
な
く
て
も
い
い
、１
足
で
屋
内
外
両
用

可
能
な
靴
の
開
発
に
挑
ん
だ
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
ル
を
爪
先
側
か
ら
か
か
と
側
に
折

り
畳
む
こ
と
が
で
き
る
独
自
の
構
造
に
加
え
、廃

材
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
材
料
か
ら
靴
を
製
造
。

試
作
品
の
使
用
感
を
介
護
施
設
で
テ
ス
ト
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、現
実
的
な
価
格
設
定
を
す
る
な
ど
、１

番
手
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、会
場
は
大
い
に
沸
い
た
。

　

続
い
て
は
富
山
県
立
富
山
工
業
高
等
学
校
。
彼

ら
が
開
発
し
た
筆
記
用
投
影
装
置「
前
沢
書
長
」

は
、書
き
た
い
文
字
や
絵
を
書
面
に
投
影
し
、投

影
像
を
な
ぞ
り
書
き
す
る
だ
け
で
、〝
直
筆
で
〟
美

文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
装
置
だ
。

　
2
0
2
2
年
度
で
第
１０
回
を
迎
え
た「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
過
去
最

多
の
４
５
５
校
・
４
９
９
６
件
の
応
募
の
中
か
ら
、審
査
を
勝
ち
抜
い
た
１０
組
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
が
、新
春
の
東
京
大
学
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
に
集
っ
た
。若
者
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、最
終
審
査
会
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

最
終
審
査
会
レ
ポ
ー
ト

 「高校生ビジネスプラン・グランプリ」
第10回

Topics
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既
存
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
機
能
は
似
て
い
る

が
、筆
記
や
描
画
に
特
化
し
て
お
り
、直
筆
に
よ

り
人
間
味
の
あ
る
文
字
・
タ
ッ
チ
を
生
か
せ
る
の

が
特
徴
。
就
職
活
動
で
履
歴
書
を
何
通
も
書
く
の

が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
、学
生
ら
し
い
実
体
験
か

ら
生
ま
れ
、開
発
す
る
中
で
、こ
の
機
能
は
脳
ト

レ
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
も
役
立
つ
の
で
は
と
気
付

い
た
と
い
う
。

　

３
組
目
は
札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校
。
小
学
生

の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
い
と
い
う
問
題
や
、デ
ジ
タ

ル
教
科
書
で
は
記
憶
に
残
り
に
く
い
と
い
う
問
題

を
解
決
す
る
、「
デ
ジ
ア
ナ
教
科
書
」を
発
表
し
た
。

　
無
地
の
本
に
小
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
教
科
書

の
電
子
デ
ー
タ
を
投
影
す
る
こ
と
で
、紙
の
教
科

書
で
の
学
習
経
験
を
再
現
。
め
く
る
動
作
や
進
捗

感
を
体
感
で
き
る
。
持
ち
運
ぶ
の
は
、小
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
教
科
書
の
デ
ー
タ
を
納
め
た
電

子
端
末
の
み
で
よ
い
た
め
、格
段
に
負
担
が
軽
く

な
る
。
学
校
の
教
材
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で

何
が
で
き
る
か
と
い
う
着
眼
点
も
、高
く
評
価
さ

れ
た
。

　

続
い
て
お
か
や
ま
山
陽
高
等
学
校
。
イ
ネ
科
の

多
年
草
マ
コ
モ
は
、秋
に
な
る
と
根
元
に
柔
ら
か

な
新
芽
が
育
ち
、「
ま
こ
も
た
け
」と
し
て
食
用
に

さ
れ
る
。
し
か
し
茎
や
葉
は
食
用
に
は
な
ら
ず
、

廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
考
案
し
た
の
が
、こ

の
茎
葉
部
を
飼
料
化
し
、県
内
の
酪
農
家
に
販
売

す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
。
マ
コ
モ
は
稲
よ
り
も
生

産
が
容
易
な
上
、収
益
性
が
高
い
。
ま
た
輸
入
飼

料
は
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
高
騰
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、地
産
地
消
の
国
産
飼
料
を
作
る
と
い
う
こ

の
プ
ラ
ン
に
は
、地
元
の
農
家
・
酪
農
家
か
ら
も

大
い
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
前
半
戦
の
ト
リ
を
飾
る
５
組
目
は
洗
足
学
園
高

等
学
校
。
芝
居
仕
立
て
で
雨
の
日
の
ワ
ン
シ
ー
ン

を
演
じ
、紹
介
す
る
の
は
、傘
に
よ
る
発
電
シ
ス

岸
田
総
理
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
内
閣
総
理
大
臣
の
岸
田
文
雄
で
す
。
日
本
政
策

金
融
公
庫
主
催
の
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
最
終
審
査
会

の
開
催
に
当
た
り
、一
言
、御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
て
、新
し

い
資
本
主
義
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
、格
差
の
拡

大
な
ど
の
社
会
的
な
課
題
の
解
決
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
こ
う
し
た
課

題
を
解
決
し
、成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
実
現
で
き
る
よ
う
、資
本
主
義

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
果
た
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、社
会
課
題

を
障
害
物
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、成
長
の
エ
ン
ジ
ン
へ
と
転
換
し
、持

続
可
能
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
市
場
を
作
る
こ
と
で
成
長
の

源
泉
と
し
て
い
く
、と
い
う
視
点
が
重
要
で
す
。
い
わ
ば
、持
続
可
能
性

と
成
長
の
二
兎（
に
と
）を
実
現
す
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
最
大
の
鍵

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
そ
の
担
い
手
と
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、全
国
各
地
で
、多
く
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
業
者
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
機
会
の
度
に
、経
済

的
な
成
長
だ
け
で
な
く
、社
会
的
課
題
の
解
決
も
目
的
に
起
業
す
る
方
々

が
、若
い
方
々
を
中
心
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、大
変
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
た
り
、身
近
な
課

題
を
今
ま
で
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
方
法
で
解
決
し
た
り
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、正
に
皆
さ
ん
の
よ
う
な
次
世
代
を
担
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
柔
軟
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
と
し
て
は
、１
兆
円
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成
に
向
け
た
予
算
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
を
５
年
で
10
倍
、

10
兆
円
規
模
に
増
や
す
こ
と
を
視
野
に
、５
か
年
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
の
主
催
者
で
あ
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
や

経
営
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
上
場
を
果
た
し
た
企
業
は
、こ
こ
30
年
で
約

８
０
０
社
、上
場
企
業
全
体
の
約
３
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の

グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
先
輩
も
、既
に
何
人
か
が
御
自
身
の

力
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
立
ち
上
げ
、中
に
は
数
十
億
円
規
模
の
資

金
調
達
を
行
い
、こ
れ
ま
で
市
場
に
な
か
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
、世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
経
営
者
も
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、若
い

皆
さ
ん
を
始
め
と
し
て
、様
々
な
方
々
が
自
由
な
発
想
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、新
し
い
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
実
装
さ

れ
る
、わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
未
来
、力
強
く
成
長
す
る
経
済
、そ
し
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
築
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、「
創
造
力
、無
限
大
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、課
題
を
発
見
す
る
力
、若
者
が
自
ら
未
来

を
切
り
拓（
ひ
ら
）く
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、最
終
審
査
会

に
残
っ
た
皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
、ど
れ
も
魅
力
的
で
、私
た
ち

大
人
や
社
会
を
あ
っ
と
驚
か
せ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
た
す
ば

ら
し
い
プ
ラ
ン
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
闘

と
白
熱
し
た
審
査

会
、そ
し
て
10
回
目

を
迎
え
た
高
校
生

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・

グ
ラ
ン
プ
リ
が
、
今

後
も
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、私
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、悔
い
の
な

い
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

内閣総理大臣からの期待がこもったメッセージに、学生た
ちも真剣に聞き入る
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視
覚
障
が
い
者
が
い
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

彼
ら
の
持
つ
包
容
力
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
心

動
か
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　
次
の
青
森
県
立
三
本
木
農
業
恵
拓
高
等
学
校
が

考
案
し
た
の
は
、規
格
外
で
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う

ニ
ン
ジ
ン
と
醤
油
製
造
の
過
程
で
で
き
る
搾
り
か

す
か
ら
な
る
飼
料
の
販
売
、こ
れ
に
加
え
、機
能

性
鶏
卵
を
使
用
し
た
加
工
品
な
ど
の
生
産
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
。
す
で
に
地
域
の
養

鶏
業
者
と
協
力
し
て
、肥
育
実
験
も
進
め
て
い
る
。

「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
エ
ッ
グ
」と
名
付
け
ら
れ
た
卵
は
、

黄
身
が
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
で
ビ
タ
ミ
ン
も
豊

富
な
た
め
通
常
品
よ
り
も
高
く
価
格
設
定
が
で
き

る
上
、そ
の
卵
を
用
い
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
の

加
工
品
も
大
好
評
。
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
品
に
成
長

し
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

９
組
目
は
東
京
都
立
晴
海
総
合
高
等
学
校
。
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
で
あ
る
本
嶋
向
日
葵
さ
ん
は
、フ
ィ

テ
ム「
あ
ん
ぶ
ら
い
と
」だ
。

　

傘
に
取
り
付
け
ら
れ
、雨
滴
か
ら
発
電
で
き
る

シ
ー
ト
と
そ
の
電
力
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
専

用
の
傘
立
て
を
開
発
し
、
企
業
、
学
校
や
病
院
向

け
に
販
売
す
る
。
憂ゆ
う

鬱う
つ

な
雨
の
日
で
も
、自
分
の

傘
で
発
電
で
き
る
。
１
本
の
傘
が
生
む
電
力
は
小

さ
く
と
も
、ま
と
ま
れ
ば
大
き
な
電
力
を
生
み
出

せ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
傘
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
傘
袋
な
ど

の
利
用
抑
制
効
果
で
、二
酸
化
炭
素
削
減
に
も
役

立
つ
と
い
う
。

斬
新
な
発
想
の
み
な
ら
ず

す
で
に
実
践
が
始
ま
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
も

　

休
憩
を
挟
ん
で
、後
半
戦
が
ス
タ
ー
ト
。
始
め

に
登
場
し
た
の
は
、早
稲
田
大
学
高
等
学
院
。
中

学
時
代
か
ら
起
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

２
人
が
考
案
し
た
の
は
、通
勤
通
学
な
ど
の
時
間

を
使
い
な
が
ら
荷
物
を
配
送
す
る
次
世
代
の
配

送
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

通
勤
通
学
電
車
の
利
用
者
が
、利
用
す
る
駅
の

区
間
で
文
房
具
や
書
籍
な
ど
の
荷
物
を
運
ぶ
と
対

価
を
得
ら
れ
る
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
プ
ラ
ン
で
あ

る
。
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
物
流
業
界
に
も
光
明

と
な
る
。
駅
周
辺
に
拠
点
を
設
け
る
コ
ス
ト
な
ど

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、日
常
的
な
人
流
を
生

か
し
た
物
流
に
は
、確
か
に
需
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

続
く
は
福
岡
女
学
院
高
等
学
校
。
視
覚
障
が
い

が
あ
る
人
が
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
健
常
者
の

悩
み
や
思
い
に
寄
り
添
う
カ
フ
ェ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
コ
ー
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ
ラ
ン
だ
。

　
健
常
者
が
障
が
い
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
逆
の
発
想
で
あ
る
。
目
に

映
る
も
の
に
と
ら
わ
れ
な
い
、傾
聴
が
得
意
と
い
っ

た
、見
え
な
い
が
故
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
場
を

創
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、メ
ン
バ
ー
の
家
族
に

表
取
締
役
社
長
・
小
川
嶺
氏
。
実
は
小
川
氏
は
第

３
回（
２
０
１
５
年
度
）に
参
加
し
て
お
り
、本
コ

ン
テ
ス
ト
の
Ｏ
Ｂ
な
の
だ
。
し
か
し
、当
時
は
惜
し

く
も
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
と
ど
ま
り
、プ
レ

ゼ
ン
機
会
は
得
ら
れ
ず
に
会
場
で
視
聴
し
て
い
た

と
い
う
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。

　
「
い
つ
か
き
っ
と
、壇
上
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
た

ち
を
越
え
て
や
る
ぞ
」。
そ
ん
な
決
意
を
胸
に
立

教
大
学
在
学
中
か
ら
起
業
に
挑
戦
し
た
小
川
氏
だ

が
、最
初
に
立
ち
上
げ
た
ア
パ
レ
ル
関
連
事
業
は
、

１
年
で
事
業
転
換
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、い
く
つ
も
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

経
験
す
る
中
で
、仕
事
の
探
し
に
く
さ
、給
料
の
入

金
の
遅
さ
と
い
っ
た
不
自
由
さ
に
直
面
。
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
の
が
、目
下
急
速
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば

し
て
い
る
ス
キ
マ
バ
イ
ト
ア
プ
リ「
タ
イ
ミ
ー
」だ
。

　

あ
の
バ
イ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
た
の
が
こ
の
先
輩
な
の
か
と
、
学
生
た
ち
に
驚

き
の
表
情
が
浮
か
ん
だ
。「
人
生
は
一
度
き
り
。
後

悔
の
な
い
よ
う
に
全
力
で
行
動
し
よ
う
。
全
力
で

や
っ
た
先
に
失
敗
は
な
い
。
あ
る
の
は『
成
功
』か

『
次
の
成
功
に
つ
な
が
る
種
』だ
」と
い
う
小
川
氏
の

激
励
に
、熱
っ
ぽ
く
う
な
ず
く
学
生
も
見
ら
れ
た
。

　
タ
イ
ミ
ー
の
開
発
秘
話
や
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

リ
ピ
ン
留
学
中
に
知
っ
た
途
上
国
の
貧
困
問
題
を

解
決
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
リ
サ
ー

チ
の
結
果
、現
地
で
コ
ン
ビ
二
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る「
サ
リ
サ
リ
ス
ト
ア
」
と
い
う
個

人
商
店
に
注
目
。
子
育
て
中
の
女
性
た
ち
に
冷
蔵

庫
と
少
額
の
仕
入
資
金
を
貸
与
し
、利
益
率
の
高

い
ド
リ
ン
ク
類
に
特
化
し
た
売
店
を
自
宅
の
前

で
開
業
・
経
営
す
る
こ
と
で
経
済
的
自
立
を
目
指

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
い
た
。

　

驚
く
こ
と
に
、す
で
に
自
ら
の
お
小
遣
い
を
運

用
し
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最
初
の
実
証
店
舗
を
開
業
。

ア
プ
リ
で
販
売
や
仕
入
・
売
上
な
ど
の
デ
ー
タ
を

現
地
と
共
有
し
、経
営
分
析
な
ど
も
行
っ
て
い
る

と
い
う
実
行
力
に
、会
場
も
ざ
わ
め
い
た
。

　

熱
の
こ
も
っ
た
発
表
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、

沖
縄
県
立
北
部
農
林
高
等
学
校
。
後
継
者
が
な
く

廃
業
し
た
伊
江
島
の
老
舗
パ
ン
屋
を
承
継
し
、地

域
の
食
材
や
そ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
麦
芽
か

す
な
ど
を
使
用
し
た
、お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ー
ド
系
パ
ン
を
開
発
・
販
売
す
る

プ
ラ
ン
だ
。

　

長
く
愛
さ
れ
て
き
た
味
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、地

域
色
豊
か
な
新
し
い
パ
ン
を
考
案
す
る
こ
と
で
、

身
体
と
地
域
を
元
気
に
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が

込
め
ら
れ
た
プ
ラ
ン
は
、事
業
承
継
に
よ
っ
て
起

業
の
負
担
を
軽
く
し
て
い
る
点
に
も
注
目
だ
。

「
日
本
を
一
緒
に
よ
く
し
て
い
こ
う
」

コ
ン
テ
ス
ト
Ｏ
Ｂ
と
の
討
論
も
活
発
に

　

10
組
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
終
了
し
、審
査
が
行
わ
れ
て
い
る

間
も
、学
生
た
ち
に
は
心
弾
む
時
間
が
待
っ
て
い

る
。
い
ま
注
目
の
起
業
家
に
よ
る
特
別
講
演
と
意

見
交
換
会
だ
。

　

今
回
登
壇
し
た
の
は
、株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
代

比較すれば一目瞭然。「キャロットエッグ」の鮮やかなオレンジ色の黄身をPR

社会を変える若手起業家として注目されている
小川氏。後輩たちに起業への思いを熱く語る

Topics
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た
っ
ぷ
り
盛
り
込
ん
だ
講
演
の
後
は
、希
望
者
を

募
っ
て
壇
上
で
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。

　
「
学
業
と
起
業
、両
立
の
コ
ツ
は
？
」「
ア
イ
デ
ア

か
ら
事
業
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
？
」「
数
多
く
の

ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
く
方
法
は
？
」な
ど
、学
生
ら

し
い
率
直
な
質
問
に
、小
川
氏
は
明
快
に
答
え
て

い
く
。

　
「
僕
の
場
合
、ア
イ
デ
ア
を
生
む
と
き
の
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
は
自
責
で
は
な
く
他
責
で
考
え
て
み
る

こ
と
。
な
に
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
、自
分
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
、な
に
か
他
に
問
題

が
あ
る
は
ず
だ
、と
考
え
る
と
、ア
イ
デ
ア
が
思

い
つ
く
の
で
す
」。「
こ
れ
だ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

見
つ
か
っ
た
ら
、よ
く
磨
い
て
、小
さ
く
や
っ
て
み

る
。
失
敗
か
ら
得
た
経
験
は
必
ず
次
に
つ
な
が
り

ま
す
」と
、ア
イ
デ
ア
を
育
む
だ
け
で
な
く
、実
践

す
る
勇
気
を
学
生
た
ち
に
求
め
た
。

　

締
め
く
く
り
と
し
て
小
川
氏
は「
目
を
輝
か
せ

て
こ
れ
か
ら
も
歩
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
い
ろ
い

ろ
と
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、皆
さ
ん
な
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
は
い
い
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
い
る
。

頑
張
っ
て
日
本
を
一
緒
に
よ
く
し
て
い
こ
う
」。
そ

ん
な
期
待
の
こ
も
っ
た
言
葉
で
、講
演
会
と
意
見

交
換
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
実
行
力

着
想
を
実
現
す
る
力
を
高
く
評
価

　

一
方
、盛
り
上
が
る
ホ
ー
ル
か
ら
離
れ
た
審
査

員
た
ち
は
、
改
め
て
10
組
の
プ
ラ
ン
を
、
着
眼
点

や
独
自
性
、実
現
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
や
、ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
の
展
開
性
な
ど
、多
く
の
観
点
か
ら
精

査
し
て
い
た
。

　

１
時
間
半
に
及
ぶ
協
議
の
結
果
、栄
え
あ
る
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、東
京
都
立
晴
海
総
合

高
等
学
校
の
本
嶋
向
日
葵
さ
ん
。
そ
し
て
準
グ
ラ

ン
プ
リ
は
青
森
県
立
三
本
木
農
業
恵
拓
高
等
学
校

と
な
っ
た
。

　

あ
わ
せ
て
審
査
員
特
別
賞
と
し
て
、お
か
や
ま

山
陽
高
等
学
校
、洗
足
学
園
高
等
学
校
、沖
縄
県
立

北
部
農
林
高
等
学
校
を
選
出
。
地
域
連
携
、エ
コ
、

事
業
承
継
と
い
う
テ
ー
マ
に
、時
代
性
と
着
眼
点

の
多
様
性
を
感
じ
ら
れ
た
。

　
審
査
員
長
を
務
め
た
武
蔵
大
学
学
長
・
髙
橋
徳

行
氏
は
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
本
嶋
さ
ん
に

対
し
て「
ボ
ト
ム
・
オ
ブ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

る
貧
困
層
へ
の
支
援
は
、世
界
で
注
目
さ
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。
日
本
の
高
校
生
が
、留
学
を
機

に
そ
の
問
題
に
気
付
き
、計
画
す
る
だ
け
で
な
く

海
を
越
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
て
い
る
。ま
た
、

た
だ
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、収
益
の
分
析
な
ど

も
共
同
で
行
い
、継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。
そ
の
実
行
力
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
」と
称

え
た
。

　
続
く
全
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
へ
の
講
評
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
見
て
も
、
プ
ラ
ン
作
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

も
う
一
歩
進
ん
だ「
実
現
す
る
力
」を
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
審
査
結
果
と
な
っ
た
。

起
業
意
識
を
育
む
豊
か
な
土
壌
か
ら

可
能
性
の
芽
は
大
き
く
伸
び
る

　
本
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
は
、今
回
特
別
講
演
を
行
っ

た
小
川
氏
の
他
に
も
、数
多
く
の
起
業
家
が
誕
生

し
て
い
る
。

　

地
域
に
根
付
き
、も
の
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る

人
。
社
会
や
世
界
を
変
え
る
可
能
性
に
挑
む
人
。

業
種
や
規
模
は
違
っ
て
も
、自
ら
の
力
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
造
す
る
気
概
を
持
っ
た
若
者
が
、こ
こ
か

ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
参
加
校
数
や
応
募
プ
ラ
ン
総
数
が
着
実
に
増
加

し
て
い
る
背
景
に
は
、各
参
加
校
の
熱
意
も
大
き

い
。
学
業
だ
け
で
は
な
く
、社
会
や
将
来
に
つ
な
が

る
視
点
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て
、本
コ
ン
テ
ス

ト
が
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
主
催
の
日
本
公
庫

創
業
支
援
部
で
も
、こ
の
機
運
を
さ
ら
に
後
押
し

す
べ
く
、学
校
へ
の
出
張
授
業
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
度
も
、全
国
の
４
２
５

校
が
こ
の
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
し
た
。

　

無
限
大
の
創
造
力
を
持
つ
若
者
た
ち
の
、何
気

な
い
疑
問
や
思
い
が
け
な
い
気
付
き
。
そ
こ
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
の
種
を
生
み
出
す
土
壌
は
豊
か
に
耕
さ

れ
つ
つ
あ
る
。こ
の
場
で
芽
を
出
し
た
苗
が
、予
想

を
は
る
か
に
超
え
て
育
っ
て
い
く
実
例
も
登
場
し

て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年
。「
高

校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」は
、よ
り

大
き
な
実
り
へ
の
期
待
を
背
に
、新
た
な
10
年
へ

と
歩
み
出
す
。�

F日本公庫・田中総裁とグランプリを受賞した本嶋さん

■プラン概要：途上国の貧困層の女性などに冷蔵庫と少額の仕入資金を貸与
し、ドリンク販売に特化した小規模ストアの開業・運営をサポートするプラン。

■ポイント：2022年4月から実証店舗（マニラ首都圏内のケソン市）にて小
規模店舗管理用スマホアプリを用い、販売・仕入・売上データの取得、日々デー
タを共有して売れ筋商品や売れる時間帯など経営分析を行っている。

■商品・サービス：フィリピンの「サリサリストア」と呼ばれる食品・雑貨販
売の個人商店のビジネスモデルに着目し、資金力のない途上国の貧困家庭の
女性（主婦）に対し、冷蔵庫と少額の仕入資金を貸与。
子育てをしながら自宅玄関先で始められるドリンク販売に特化した小規模ス
トアの開業・運営をサポートし、フランチャイズ事業を展開。

フィリピンの実証店舗の様子 熱意溢れる本嶋さんの発表

途上国の貧困を日本の知恵で救え 冷蔵庫プロジェクトJAPAN　東京都立晴海総合高等学校 〈本嶋 向日葵さん〉
第10回 「高校生ビジネスプラン・グランプリ」グランプリ受賞プラン



こ
こ
に

こ
の

人
あ
り

第
10
回

伊
藤 

秀
薫 

氏

有
限
会
社
起
福　

代
表
取
締
役
社
長

　

自
己
表
現
力
が
豊
か
な
人
の
よ
う
だ
。
意

表
を
突
く
装
い
で
現
れ
た
。
髪
型
も
最
近
、若

手
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
見
掛
け
る
い
わ
ゆ
る

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
で
、側
頭
部
と
後
頭
部
を
短
く

刈
り
上
げ
て
い
る
。

　
奇
抜
な
服
装
は
、有
限
会
社
起
福
の
伊
藤
秀

薫
社
長（
49
）に
と
っ
て
、単
な
る
お
し
ゃ
れ
で

は
な
い
そ
う
だ
。「
京
都
の
和
装
で
有
名
な
会

社
が
創
作
し
た
、和
装
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
服
で
す
。
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
か

ら
、こ
れ
に
変
え
て
ち
ょ
う
ど
1
年
で
す
。
服

に
お
金
を
使
う
の
な
ら
生
き
た
使
い
方
を
し

て
、和
装
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
」

　
な
る
ほ
ど
シ
ャ
ツ
の
上
に
羽
織
っ
て
い
る
も

の
は
、和
服
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
ズ
ボ
ン
は

裾
が
す
ぼ
み
、地
下
足
袋
を
模
し
た
ブ
ー
ツ
を

履
い
て
い
る
。

　

伊
藤
氏
は
名
刺
も
独
特
で
あ
る
。
前
掛
け

を
し
た
男
性
が
、は
い
つ
く
ば
う
よ
う
に
上
体

を
90
度
曲
げ
て
、
何
や
ら
わ
び
て
い
る
よ
う

に
頭
を
下
げ
て
い
る
写
真
が
小
さ
く
載
っ
て

い
る
。
よ
く
見
れ
ば
自
著『
億
万
長
者
の
感
謝

力
！
』（
２
０
１
６
年
出
版
）の
表
紙
の
写
真
で

あ
る
。
著
者
名
は「
感
謝
力
日
本
一
の
男　

伊

藤
秀
薫
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

感
謝
の
精
神
で
創
業
し

開
店
早
々
倒
産
の
危
機

　
「
そ
れ
は
私
で
す
。
20
年
前
に
京
都
の
四
条

烏
丸
で
初
め
て
石
焼
地
鶏
の
店
を
開
い
た
の

で
す
が
、ま
と
も
な
サ
ー
ビ
ス
が
全
く
で
き
な

く
て
、お
客
様
に
心
を
込
め
て
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
と
、お
わ
び
か
た
が
た
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
た
と
き
の
姿
で
す
。こ
れ
が
私
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
に
な
り
、当
時
、そ
の
界
隈
で
は
有

名
で
し
た
」

　
い
く
ら
感
謝
と
は
い
え
大
げ
さ
過
ぎ
な
い

か
。
実
は「
開
店
し
て
1
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
た
の
で
す
。
肝
心

の
料
理
長
に
部
下
を
引
き
連
れ
て
辞
め
ら
れ

ま
し
て
ね
」と
言
う
。

　
「
私
が
感
謝
力
に
よ
る
お
客
様
の
イ
ン
サ
イ
ト

有限会社起福
代表取締役社長

伊藤 秀薫 （いとう ひでのぶ）

1973年京都市生まれ。18歳の頃、恩師に教わった「人徳の積まれ
る感謝の徹底」という言葉を個人理念とする。23歳のとき「感謝の
武者修行」に出て、横浜中華街の飲食店で約1年半働き、本物の感謝
力を身に付ける。2002年7月最初の店舗となる「とりくら」を開業、
2004年に有限会社起福を設立。現在はラーメン店やカフェなど16
店舗を経営する。

飲
食
業
で「
感
謝
力
日
本
一の
男
」を
自
負

人
づ
く
り
や
農
業
を「
あ
り
が
と
う
」の
精
神
で

感
謝
の
心
で
、
顧
客
、
従
業
員
を
幸
せ
に
し
た
い
。
そ
れ
を
理
念
に
起き

福ふ
く

を

設
立
し
て
約
20
年
、
京
都
市
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
店
を
経
営
す
る
。

成
功
の
鍵
と
な
る「
感
謝
力
」
を
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
伝
授
し
て
社
会
に
送

り
出
す
。
さ
ら
に
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
と
農
業
に
も
取
り
組
む
。
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な
の
に
、な
ぜ
か
繁
盛
す
る
の
だ
か
ら
、ま
さ

に
奇
跡
で
あ
る
。

　
「
起
福
」と
い
う
社
名
は
、設
立
当
時
、お
客

様
を
見
送
り
す
る
際
に「
お
客
様
に
福
が
起

こ
り
ま
す
よ
う
に
」と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
お
礼
を
し
て

い
た
こ
と
が
起
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

創
業
か
ら
１
年
半
後
に
は
お
好
み
焼
き
店

を
、2
年
後
に
は
手
羽
先
居
酒
屋
を
相
次
い

で
開
店
で
き
た
。
お
客
様
の
心
を
つ
か
め
た

の
は
、
修
業
時
代
に
日
本
一
の
感
謝
を
目
指

し
、無
給
で
働
き「
当
た
り
前
に
感
謝
を
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
き
た
伊
藤
氏
な
ら

で
は
の
、特
異
な
能
力
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

も
し「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」が
口
先
だ

け
な
ら
、逆
効
果
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

中
学
で
の
い
じ
め
が
転
機

人
を
憎
ま
ず
自
ら
変
わ
る

　

伊
藤
氏
は
こ
う
考
え
て
い
る
。「
人
徳
が
積

ま
れ
る
よ
う
に
、人
へ
の
感
謝
を
徹
底
す
る
こ

と
が
、ど
の
よ
う
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る

力
に
な
る
の
で
す
。
人
徳
が
あ
れ
ば
、人
に
見

返
り
を
求
め
ず
に
全
て
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
て
、た
と
え
人
か
ら
理
不
尽
な
仕
打
ち
を
受

け
て
も
許
せ
ま
す
。
何
事
も
感
謝
の
心
で
取

り
組
み
、人
徳
を
重
ね
れ
ば
、成
功
し
ま
す
」

　
し
か
し
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、実
践
す
る
の

は
難
し
そ
う
だ
。
伊
藤
氏
は
尋
常
で
な
い
生

き
方
に
よ
っ
て
、「
感
謝
」の
精
神
を
身
に
付
け

た
。「
私
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、中

（
心
の
声
）に
沿
っ
た
戦
略
を
実
行
し
て
い
く
こ

と
に
料
理
長
の
考
え
が
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
。

さ
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
の
方
針
が
違
っ
た
の
が
決
定

的
で
し
た
。

　

私
は
お
客
様
の
声
を
よ
く
聞
く
だ
け
で
は

な
く
、感
謝
力
に
よ
り
お
客
様
も
気
付
い
て
い

な
い
心
の
声
を
読
み
取
る
と
同
時
に
、計
画
と

改
善
を
繰
り
返
す
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
最

速
で
回
し
ま
し
た
。
そ
し
て
お
客
様
が
最
も

求
め
る
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
変
更
を
打
診
し
た
の
で

す
。
し
か
し
そ
れ
を
料
理
長
は
自
分
の
料
理

を
否
定
さ
れ
た
と
受
け
止
め
た
よ
う
で
す
。

　

私
は『
京
都
中
心
部
の
四
条
烏
丸
周
辺
は
、一

般
に
所
得
の
高
い
お
客
様
が
多
い
が
、普
段
は

あ
る
程
度
抑
え
た
価
格
帯
の
料
理
を
お
求
め
に

な
る
』と
言
っ
た
の
で
す
が
、通
じ
ま
せ
ん
。
料

理
長
は『
俺
の
料
理
の
価
値
が
分
か
ら
な
い
よ

う
な
レ
ベ
ル
の
低
い
客
は
、そ
こ
ら
の
安
い
店
へ

行
け
ば
い
い
』と
感
情
的
に
な
っ
た
の
で
す
」

お
客
様
の
罵
声
に「
あ
り
が
と
う
」

奇
跡
が
起
き
繁
盛
店
に

　
と
も
あ
れ
来
店
客
の
意
見
を
聞
い
て
メ

ニ
ュ
ー
を
改
善
す
る
や
り
方
で
、店
は
軌
道
に

乗
り
だ
し
た
。「
心
の
声
に
沿
っ
て
直
観
で
経

営
し
た
の
が
正
し
か
っ
た
」と
伊
藤
氏
が
確
信

し
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
る
。
料
理
長
が
不
満

を
募
ら
せ
て
、「
こ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、や
っ

て
い
ら
れ
な
い
」と
辞
め
て
し
ま
っ
た
。

　

残
っ
た
の
は
伊
藤
氏
含
め
て
料
理
経
験
が

な
い
3
人
。
注
文
し
て
も
料
理
が
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
。
そ
の
料
理
も

半
生
の
か
ら
揚
げ
な
ど
お
粗

末
だ
っ
た
。
会
計
も
遅
い
。

普
通
な
ら
、
客
離
れ
が
起
こ

り
、つ
ぶ
れ
る
の
は
時
間
の
問

題
で
あ
る
。伊
藤
氏
は「
お
客

様
か
ら
は
１
０
０
％
ク
レ
ー

ム
で
す
。『
お
前
こ
ん
な
の
で
、

お
金
を
取
る
の
か
』
と
毎
回

怒
鳴
ら
れ
ま
し
た
」と
言
う
。

　
伊
藤
店
長
は
た
だ「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
頭
を
下

げ
る
し
か
な
い
。
会
計
を
済

ま
せ
て
不
機
嫌
そ
う
に
帰
る

お
客
様
に
、例
の
、は
い
つ
く

ば
う
よ
う
な
お
辞
儀
を
し
て
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
声
を
張
り

上
げ
た
。「
お
金
を
頂
く
の
が
正
直
、
申
し
訳

な
く
、土
下
座
を
し
た
い
く
ら
い
で
し
た
」

　

と
こ
ろ
が「
奇
跡
が
起
こ
り
ま
し
た
」と
述

懐
す
る
。「
ク
レ
ー
ム
１
０
０
％
の
店
が
リ

ピ
ー
ト
率
１
０
０
％
の
店
に
な
っ
た
の
で
す
」。

こ
う
い
う
の
を
、ウ
ソ
の
よ
う
な
本
当
の
話
と

い
う
の
だ
ろ
う
。

　
「
あ
る
お
客
様
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。『
よ

く
見
た
ら
人
が
足
り
な
い
ね
。
お
客
様
に
あ

ん
な
に
怒
ら
れ
た
ら
、私
な
ら
逆
切
れ
す
る
が
、

あ
な
た
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
し
か
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
働
き
方
が
で

き
る
の
？
』。
私
た
ち
が『
あ
り
が
と
う
』の
一

心
で
や
っ
て
い
る
と
、お
客
様
が
冷
静
に
見
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
て
ん
て
こ
舞
い
の
上
、お
客
様
に
罵
声
を
浴

び
せ
ら
れ
れ
ば
、
従
業
員
に
厳
し
く
当
た
り

そ
う
な
も
の
だ
が
、伊
藤
氏
は
逆
だ
っ
た
と
い

う
。「
調
理
担
当
に
は『
お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
は

僕
が
全
て
引
き
受
け
る
の
で
、あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
と
念
仏
の
よ
う
に
唱
え
て
仕
事

を
し
て
』と
言
っ
て
い
ま
し
た
」

　
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、そ
の
う
ち「『
あ
り
が
と

う
』が
あ
ふ
れ
て
い
る
店
だ
と
評
判
に
な
り
、

お
客
様
が
懸
命
に
働
く
私
た
ち
を
見
に
来
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
も
足
り

ず
お
粗
末
な
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
お
怒
り
に
な
っ

た
お
客
様
が
、な
ぜ
か『
感
謝
を
込
め
た
あ
り

が
と
う
』だ
け
で
即
許
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か『
応
援
し
て
あ
げ
る
』と
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
」と
言
う
。
倒
産
寸
前
の
内
容

起福の原点「とりくら」。京都の中心地、四条烏丸で創業20周年を迎える
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ここに
　この人あり

学
生
の
と
き
に
受
け
た
い
じ
め
で
し
た
」。
そ

れ
が
最
初
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　
い
じ
め
は
、通
っ
た
中
学
校
で
２
年
以
上
も

続
い
た
。「
当
時
、学
校
が
荒
れ
て
い
て
、授
業

中
で
も
殴
ら
れ
ま
し
た
。先
生
も
不
良
グ
ル
ー

プ
が
怖
く
て
、見
て
見
ぬ
ふ
り
で
し
た
。
い
じ

め
を
受
け
た
理
由
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

を
殴
れ
と
命
じ
ら
れ
た
の
を
拒
み
、助
け
た
か

ら
で
す
。
幼
い
頃
よ
り
父
母
か
ら『
人
を
大
事

に
し
な
さ
い
』と
教
え
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、

言
わ
れ
る
ま
ま
に
人
を
殴
る
こ
と
な
ん
て
、私

に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
い
じ
め
て
く
る
奴
ら
を
憎
み
ま
し
た
。自
分

が
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
筋
を
通
し
て
し
ま
う

よ
う
に
育
て
た
両
親
ま
で
恨
み
そ
う
に
な
り

ま
し
た
」。
悩
み
抜
い
て
悟
っ
た
。「
中
学
３
年

で
、考
え
方
が
他
責
か
ら
自
責
に
変
わ
り
ま

し
た
。
力
も
な
い
の
に
助
け
る
自
分
が
悪
い
。

相
手
が
悪
い
と
憎
む
よ
り
自
分
が
変
わ
れ
ば

い
い
の
だ
と
」。
中
学
の
卒
業
文
集
に「
自
分
は

自
分
。最
後
に
笑
っ
て
み
せ
る
」と
書
い
た
。「
感

謝
力
」へ
向
け
て
第
一
歩
と
な
る
宣
言
で
あ
る
。

　
高
校
2
年
生
の
頃
に
は
、「
力
を
付
け
て
中

学
の
時
の
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
格
に
な
り
、

い
じ
め
を
な
く
し
ま
し
た
」。
と
は
い
え
不
良

の
世
界
に
身
を
投
じ
て
い
た
の
で
高
校
で
は

先
生
た
ち
か
ら
目
を
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
、バ
ー
ト
ラ
ン
ド・ラ
ッ

セ
ル
は『
人
生
に
つ
い
て
の
断
章
』（
中
野
好

之
・
太
田
喜
一
郎
訳
、み
す
ず
書
房
）と
い
う

エ
ッ
セ
イ
集
で
こ
う
書
い
て
い
る
。「
悪
童
」を
、

も
の
分
か
り
の
よ
い
先
生
な
ら
ば「
言
い
付

け
を
き
ち
ん
と
守
り
い
つ
も
状
況
に
応
じ
て

『
は
い
』と
か『
い
い
え
』と
模
範
的
返
事
を
す

る『
良
い
』子
よ
り
も
好
き
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
男
の
子
な
ら
ば
根
性
を
持
つ
べ
き
で
あ

り
、時
と
次
第
で
は
権
威
な
ど
を
屁
と
も
思

わ
な
い
気
概
で
自
分
の
行
動
に
責
任
を
取
る

の
が
望
ま
し
い
」

　

伊
藤
少
年
は
髪
が
少
し
茶
色
っ
ぽ
い
と
い

う
だ
け
で
、修
学
旅
行
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
な

か
っ
た
。し
か
し
自
分
が
周
り
か
ら
ど
の
よ
う

な
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て

い
た
た
め
、担
任
を
恨
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

別
の
先
生
か
ら
は「
お
前
は
す
ご
い
な
」と
褒

め
ら
れ
た
と
い
う
。「
お
前
よ
り
ず
っ
と
悪
い

奴
が
行
け
た
の
だ
か
ら
、普
通
な
ら
爆
発
す
る
。

だ
け
ど
お
前
は
優
し
い
奴
だ
な
。
で
も
校
則

違
反
は
事
実
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
何
と
か

辛
抱
し
て
く
れ
よ
」と
諭
さ
れ
た
。「
そ
の
先
生

だ
け
が
私
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

高
校
を
卒
業
し
た
18
歳
の
あ
る
日
、10
人

の
高
校
生
グ
ル
ー
プ
に
絡
ま
れ
た
。「
先
に
相

手
に
殴
ら
れ
た
の
で
正
当
防
衛
で
喧
嘩
を
し

た
の
に
、な
ぜ
か
私
が
警
察
に
拘
束
さ
れ
ま

し
た
」。
2
週
間
ほ
ど
留
置
さ
れ
た
が
、そ
の

と
き
こ
の
冤
罪
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
奇

跡
が
起
き
た
な
ら「
世
の
た
め
人
の
た
め
に

生
き
よ
う
と
誓
っ
た
」と
言
う
。

　

そ
の
後
、「
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
尊
敬
す

る
人
生
の
大
先
輩
方
か
ら『
お
前
は
人
徳
を

持
っ
て
い
た
か
ら
、運
に
恵
ま
れ
救
わ
れ
た
』

と
も
教
え
ら
れ
た
。
社
長
に
な
れ
た
の
は『
人

徳
と
運
だ
け
で
全
て
を
手
に
入
れ
る
生
き
方

を
修
業
し
に
東
京
に
行
く
』と
宣
言
し
、東
京
、

横
浜
に
て
感
謝
武
者
修
行
を
や
り
抜
い
た
か

ら
で
し
ょ
う
」と
語
る
。

従
業
員
に「
感
謝
力
」伝
授

農
業
始
め
日
本
を
元
気
に

　

以
後
、起
業
を
目
指
し
て
人
の
嫌
が
る
こ

と
を
率
先
し
て
引
き
受
け
、「
感
謝
力
」に
磨

き
を
掛
け
な
が
ら
開
業
資
金
を
貯
め
た
。
不

足
分
は
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
、第

1
号
店
を
開
い
た
の
は
29
歳
の
と
き
で
あ
る
。

現
在
、ラ
ー
メ
ン
店
や
カ
フ
ェ
な
ど
を
加
え
て

16
店
舗
を
経
営
す
る
。
従
業
員
数
は
正
社
員

57
人
に
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

な
ど
を
合
わ
せ
る
と
約
2
6
0
人
に
な
る
。

　

希
望
す
る
従
業
員
に
は「
起
福
大
学
」と
称

す
る
研
修
を
行
い
、「
感
謝
力
」を
伝
授
す
る
。

巣
立
っ
た
元
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
中
に
は
、生

命
保
険
会
社
、商
社
、リ
ゾ
ー
ト
運
営
会
社
な

ど
、幅
広
い
業
種
の
大
手
企
業
に
入
っ
て
活

躍
し
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。
そ

う
し
た
企
業
で「
最
高
の
業
績
を
上
げ
て
最

速
の
出
世
を
し
て
い
る
う
ち
の
卒
業
生
も
い

ま
す
」と
言
う
。

　
「
日
本
を
元
気
に
し
た
い
」と
考
え
る
伊
藤

氏
は
今
、農
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
計
画

を
進
め
て
い
る
。「
既
に
障
が
い
者
雇
用
施
設

を
展
開
し
、
京
都
市
で
初
と
な
る
野
菜
の
室

内
水
耕
栽
培
施
設
の
運
営
も
や
っ
て
い
ま
す
。

食
糧
危
機
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、今
年
か
ら

滋
賀
県
で
3
反（
約
30
ア
ー
ル
）の
田
を
借
り
、

米
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
来
年
に
は
15
反
の

耕
作
放
棄
地
を
借
り
る
予
定
で
す
。
有
志
の

人
た
ち
と
無
農
薬
で
や
り
ま
す
」。「
思
い
は

必
ず
実
現
す
る
」と
い
う「
感
謝
力
日
本
一
の

男
」の
夢
は
、さ
ら
に
大
き
く
膨
ら
む
。�

F
起福では、初めに心の「在り方」を学び、己の力を磨いていくため
の研修を実施している

水耕栽培施設の運営や米作りなど、本格的に農業に取り組む
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『日本公庫つなぐ』へのご意見募集
本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。お寄せいただいたご意見などは、『日本公庫つなぐ』
に掲載します。誌面の都合上、編集させていただくことがあります。

03-3270-1643FAX
送付先

日本政策金融公庫 広報部
『日本公庫つなぐ』編集担当宛先

日本公庫ホームページでもご意見・ご感想を承っております。

第26号の湯河原の事例を読み、地元であ
る北海道岩内町と照らし合わせ、次のこ
とを考えました。岩内町においても、少
子高齢化による過疎化が進み商店街が衰
退、事業承継も進んでおらず、事業所の減
少に歯止めがかからない状態です。こう
した時代の流れに対し、地域の魅力を再
認識し、次の挑戦に取り組む湯河原町の
面的活性化事例は、とても刺激となりま
した。岩内町は、かつて漁業や水産加工
業で栄え、それらが衰退した今、新たな資
源として自然・歴史・温泉・食などに着目
した民間事業者による新事業の動きが見
えてきています。6年前には外国資本に
よるスキー場、昨年はクラフトビール工
場が開業するなど、観光客を呼び込む環
境が整備されてきています。当会議所と
しても、これら民間事業者の挑戦を支援・
後押しすることで、これから予定される
2025年の高速道路、2030年の北海道新
幹線延伸の際には、多くの観光客が岩内
町を訪れることを期待しています。

岩内商工会議所

成川友基 様

　　　

第27号に掲載された「未来に残したい日
本の伝統」の「オリエンタルカーペット(株)
山形緞

だん
通
つう

」を拝読させていただきました。
東日本大震災、新型コロナウイルス感染
症等の危機的状況下で事業を試行錯誤す
る中、社長や従業員の思いがデザイン・建
築・絵画の著名人たちを魅了し、「山形緞
通」というブランドを確立させ、それが顧
客の琴線に触れ、大型取引から個人取引
への躍進へとつながっているように感じ
ます。私は現在、県連勤務となっています
が昨年3月までは広域経営指導員として、
伴走型支援を担当させていただきました。

その都度、社長の思いや人間性に触れ、経
営者としてあるべき姿に非常に感銘を受
けておりました。今後もオリエンタルカー
ペット(株)の「山形緞通における令和の新
たな伝統づくり」に期待しております。ま
た、地元企業に対し、日本公庫山形支店か
ら積極的かつ迅速な金融支援をしていた
だいており、感謝しております。

山形県商工会連合会　企業支援課　課長補佐

小笠原裕士 様

　　　

第23号の「コロナ禍を生き抜く」を拝読し、
“ 写真”という強み（武器）を常に経営の中
心に置き、時代のニーズに変革していく
事例に感銘を受けました。さまざまな困
難に遭遇してもブレずに新たな機会を捉
えていく経営者の決断と挑戦は、コロナ
禍でも他の企業に勇気を与えたと感じま
す。写真を通じてお客様の大切にする“感
動”に常に寄り添っているからこそ、引き
継いだ「祝いの宿」の素晴らしい価値が活
かせているのだと思いました。私も趣味
で写真を撮り続けており、感じることは、

「二度とない一瞬を切り取った写真は大
切な想い出となり、人と人をいつまでも
つないでくれる」ということです。ハレの
日でも普段の生活でも写真によってその
一瞬を振り返ることができ、そこに人と
人の共通のコミュニケーションが生まれ
るという価値があります。自社の培って
きた強み、移りゆく市場やお客さまのニー
ズは何かを再確認し、先を見据えた課題
設定から支援も寄り添っていく。日本公
庫や他団体とも連携しながら、支援機関
としての役割をしっかり果たしていきた
いと改めて思いました。

那須町商工会　経営指導課長

高久秀樹 様

本誌の「つなぐ」という題字は事業承継の
場面でもよく用いられ、私も大好きな言
葉です。第27号では事業承継の事例が
複数掲載されており、事業承継の背景に
は関係者の「想い」が詰まっていること
を再認識しました。「想いをつなぐ」こと
で第27号の表紙のようなにぎやかで活
力溢れる光景がこれからも全国各地で
見られることを願い、今後も日本公庫や
支援機関の皆さまと知恵を出し合いな
がら事業者の事業承継支援に取り組み
たいと思います。

長野信用金庫　地域みらい応援部　課長

石坂力男 様

　　　

第27号の「想いを未来につなぐ事業承
継」の特集記事で、元銀行員がトマト農
園を承継するマッチング事例が紹介さ
れ、同業者同士のイメージが強い第三者
承継でも、さまざまなケースの事業承継
があるのだなと改めて気づかされまし
た。以前、後継者がなく将来は廃業とお
考えの事業者に対して「他人に事業を譲
渡する方法もありますよ」と助言すると

「えっ、そうなんですか」との反応があり、
廃業の選択肢しかない事業者も多いの
だなと感じたことがあり、今後も後継者
不在の事業者の参考となるべく、多くの
事業承継の事例を紹介していただきた
いと思います。当会議所においても昨年
11月、日本公庫津支店と事業承継支援に
関する覚書を三重県内の商工会議所で
初めて締結しました。後継者不在でお悩
みの事業者の掘り起こしを行い、公庫と
連携し地域に必要な事業の存続を支援
してまいります。

尾鷲商工会議所　中小企業相談所長

森直紀 様

ご意見・ご感想



『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。
広報部では、本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

https://www.jfc.go.jp/

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。
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５月５日は「こどもの日」として知られているが、元々は五節句の一つである端午の

節句にあたる。端午の「端」は初め、「午」は旧暦の5月を表し、厄よけのための行事と

して奈良時代に中国より伝わった。その後、江戸時代からは端午の節句にかしわ餅

が食べられるようになった。餡入りの餅を包むために用いられるかしわの葉は、新しい

芽が出てこない限り古い葉が落ちないことから、「家系が絶えない」様子を連想させ、

子孫繁栄を願う武家社会の縁起物とされてきた。また、福井県の小浜市や若狭町など

では、田植えが無事に終わったことを祝って子どもたちが田んぼを練り歩く「田の

神祭り」の際に、かしわ餅を用意してお供えする行事が行われている。５月半ばから

７月上旬にかけて行われる祭りの間は、多くの家がかしわ餅を用意して田の神さまに

お供えするなど、五穀豊穣を願う地域の郷土料理として継承されている。

福井県小浜市、若狭町ほか

「 か し わ 餅 」
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